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Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
は
面
白
い
。
脈
略

も
な
く
、
突
然
、
ニ
ッ
チ
な
言
葉
が
ト

レ
ン
ド
に
な
っ
た
り
す
る
。
時
折
、

「
？
」
と
思
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
言
葉

が
出
て
く
る
。
例
え
ば
「
ラ
ッ
ダ
イ
ト

運
動
」
。
８
月
29
日
あ
た
り
だ
と
こ
れ

が
ト
レ
ン
ド
に
な
っ
て
い
た
。
普
段
の

生
活
で
は
絶
対
に
使
わ
な
い
で
あ
ろ
う
言
葉
。

な
ぜ
こ
れ
が
ト
レ
ン
ド
に
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ

う
か
▼
ラ
ッ
ダ
イ
ト
運
動
と
は
、
産
業
革
命
時

期
の
イ
ギ
リ
ス
で
、
手
作
業
が
蒸
気
機
関
に
よ

っ
て
機
械
化
さ
れ
て
い
く
な
か
で
、
一
部
の
労

働
者
が
自
分
た
ち
の
仕
事
を
奪
う
と
い
っ
て
機

械
破
壊
活
動
を
行
っ
た
事
件
の
こ
と
だ
。
歴
史

的
に
は
労
働
運
動
の
は
し
り
と
評
価
さ
れ
る
事

件
だ
が
、
そ
の
一
方
で
現
代
で
は
、
時
流
に
乗

り
遅
れ
る
こ
と
や
、
そ
れ
に
対
し
て
不
平
不
満

を
述
べ
る
人
を
揶
揄
す
る
言
葉
と
し
て
も
使
わ

れ
る
。
今
回
の
ケ
ー
ス
で
は
、
人
物
イ
ラ
ス
ト

を
学
習
さ
せ
る
と
そ
れ
に
似
た
よ
う
な
テ
イ
ス

ト
の
イ
ラ
ス
ト
が
自
動
作
成
さ
れ
る
イ
ラ
ス
ト

Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
が
リ
リ
ー
ス
さ
れ
、
ど
う
や
ら

そ
の
話
題
か
ら
の
派
生
で
ラ
ッ
ダ
イ
ト
運
動
が

出
て
き
た
よ
う
だ
。
イ
ラ
ス
ト
関
連
の
人
か
ら

「
こ
ん
な
Ａ
Ｉ
が
普
及
し
た
ら
誰
で
も
イ
ラ
ス

ト
が
描
け
て
、
仕
事
や
趣
味
を
奪
う
」
と
い
う

声
が
多
く
上
が
り
、
そ
れ
に
対
し
て
周
り
の
人

た
ち
が
「
現
代
の
ラ
ッ
ダ
イ
ト
運
動
だ
」
と
揶

揄
し
、
そ
の
対
立
が
盛
り
上
が
っ
て
▼
新
し
い

技
術
が
出
て
き
て
、
古
い
仕
事
が
な
く
な
っ
て

い
く
の
は
、
こ
れ
ま
で
も
繰
り
返
さ
れ
て
き
た

話
。
Ａ
Ｉ
で
イ
ラ
ス
ト
を
描
く
、
文
章
を
書
く

こ
と
は
広
が
っ
て
い
く
し
、
そ
の
関
連
の
職
業

減
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
そ

こ
で
声
を
上
げ
て
い
る
人
々
の
声
や
指
摘
を
無

視
し
、
単
に
揶
揄
し
て
切
り
捨
て
て
は
い
け
な

い
。
彼
ら
は
長
く
そ
の
技
術
で
実
際
に
作
業
を

し
て
き
た
経
験
者
や
そ
の
文
化
を
楽
し
み
、
支

え
て
き
た
人
々
。
経
験
か
ら
得
た
知
見
や
鋭
い

肌
感
覚
を
持
つ
人
々
が
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
に

対
す
る
違
和
感
や
懸
念
点
、
疑
問
点
か
ら
声
を

上
げ
て
い
る
の
だ
。
そ
の
指
摘
や
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
は
貴
重
な
意
見
で
あ
り
財
産
。
「
良
薬
は

口
に
逃
し
」
。
彼
ら
の
意
見
を
も
と
に
改
善
や

修
正
を
加
え
て
い
く
こ
と
が
、
さ
ら
な
る
技
術

や
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
。
立
場
の
異

な
る
幅
広
い
意
見
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
重
要

だ
。

良薬は口に苦し　反対意見や疑問点にこそお宝は眠っている

FA・電機制御・機械　主要上場商社　2022年度第1四半期業績
売上高 前年同期比 営業利益 前年同期比 純利益 前年同期比

山善 1268億6300万円 8.8%増 34億0000万円 2.3%減 22億6300万円 8.8%減
因幡電機産業 678億4100万円 8.2%増 44億2400万円 24.8%増 38億4200万円 42.6%増
菱電商事 600億7900万円 13.7%増 18億8300万円 64.7%増 13億2300万円 58.1%増
立花エレテック 510億8000万円 17.9%増 21億3300万円 68.2%増 20億6000万円 104.5%増
萩原電気ホールディングス 397億0400万円 16.8%増 12億1000万円 47.0%増 9億8500万円 86.6%増
サンワテクノス 391億0800万円 16.8%増 13億4100万円 37.7%増 11億3400万円 59.8%増
日伝 321億3400万円 12.8%増 14億7600万円 27.0%増 12億0300万円 33.2%増
たけびし 225億9400万円 32.7%増 7億5200万円 13.1%増 5億4300万円 9.5%増
カナデン 193億5500万円 8.6%減 1億3800万円 31.9%増 1億8100万円 260.0%増
スズデン 158億4700万円 21.0%増 9億4800万円 111.8%増 7億1100万円 92.8%増
藤井産業 157億0800万円 1.7%減 2億5500万円 50.3%減 2億1400万円 45.8%減
明治電機工業 136億5800万円 10.9%減 7100万円 77.7%減 1億4400万円 48.4%減
トラスコ中山　※2Q 1206億8300万円 7.1%増 59億3300万円 18.8%減 42億5000万円 19.1%減
モノタロウ　※2Q 1056億5300万円 19.5%増 135億4000万円 12.2%増 94億9300万円 13.0%増
ミスミ 931億0100万円 2.4%増 141億3500万円 1.6%減 105億8600万円 0.1%減

日
産
自
へ
技
術
支
援

栃
木
工
場

新
型
Ｅ
Ｖ

生
産
ラ
イ
ン 

デ
ジ
タ
ル
化

　
シ
ー
メ
ン
ス
は
、
日
産
自

動
車
の
栃
木
工
場
で
生
産
す

る
新
型
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
Ｅ

Ｖ
「
ア
リ
ア
」
の
生
産
ラ
イ

ン
の
立
ち
上
げ
に
つ
い
て
、

Ｐ
Ｌ
Ｍ
な
ど
従
来
の
Ｉ
Ｔ
領

域
に
加
え
、
現
場
の
Ｐ
Ｌ
Ｃ

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
デ
ジ
タ

ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
含

め
た
Ｏ
Ｔ
領
域
に
拡
大
し
支

援
を
行
っ
た
＝
写
真
。

　
両
社
は
こ
れ
ま
で
主
に
Ｐ

Ｌ
Ｍ
な
ど
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
分

野
で
協
力
し
、
設
計
と
生
産

に
活
用
し
て
き
た
が
、
日
産

は
新
た
な
Ｅ
Ｖ
の
生
産
・
組

立
ラ
イ
ン
の
標
準
化
を
目
指

す
に
あ
た
っ
て
そ
の
適
用
範

囲
を
製
造
領
域
に
拡
大
。
ハ

ー
ド
ウ
エ
ア
と
し
て
シ
ー
メ

ン
ス
の
Ｐ
Ｌ
Ｃ
「
Ｓ
ｉ
ｍ
ａ

ｔ
ｉ
ｃ
　
Ｓ
７
―
１
５
０

０
」
と
「
Ｅ
Ｔ
２
０
０
Ｓ
Ｐ

分
散
型
Ｉ
／
Ｏ
モ
ジ
ュ
ー

ル
」
を
使
い
、
産
業
用
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｔ
で
接
続
。
さ
ら
に
Ｔ
Ｉ
Ａ

ポ
ー
タ
ル
で
機
器
を
統
合
管

理
。
こ
れ
に
よ
り
計
画
作
成

か
ら
統
合
的
な
設
計
・
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
ま
で
デ
ジ
タ
ル
化
を

実
現
し
て
い
る
。

産
業
デ
ジ
タ
ル
新
戦
略

Ｄ
Ｘ
に
必
要
な
要
素

Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
で
提
供

シーメンス
　
シ
ー
メ
ン
ス
は
、
産
業
オ

ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
と
デ
ジ
タ

ル
化
領
域
に
お
け
る
新
た
な

戦
略
と
し
て
、
オ
ー
プ
ン
な

デ
ジ
タ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
「
Ｓ
ｉ
ｅ
ｍ
ｅ

ｎ
ｓ
　
Ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ

ｏ
ｒ
」
を
中
心
に
進
め
て
い

く
こ
と
を
発
表
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
同
社
は
産
業
Ｏ

Ｓ
「
Ｍ
ｉ
ｎ
ｄ
Ｓ
ｐ
ｈ
ｅ
ｒ

ｅ
」
を
展
開
し
、
決
ま
っ
た

単
一
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
提
供
し
、
そ
の
上
に
デ
ジ

タ
ル
化
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
進
め
て

い
た
。
し
か
し
今
回
は
そ
れ

を
修
正
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
に

必
要
な
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
や
ハ

ー
ド
ウ
エ
ア
、
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
等
を
部
品
や
モ
ジ
ュ

ー
ル
と
見
な
し
て
Ｓ
ｉ
ｅ
ｍ

ｅ
ｎ
ｓ
　
Ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
ｅ
ｒ
ａ

ｔ
ｏ
ｒ
の
も
と
で
統
合
し
、

そ
れ
ら
を
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
で
提
供

し
、
レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
の
よ
う

に
組
み
合
わ
せ
て
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
こ
と
で
デ
ジ
タ

ル
化
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が

実
現
で
き
、
か
つ
柔
軟
に
変

更
も
で
き
る
仕
組
み
と
し

た
。
今
後
、
Ｍ
ｉ
ｎ
ｄ
Ｓ
ｐ

ｈ
ｅ
ｒ
ｅ
は
Ｓ
ｉ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ

ｓ
　
Ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｏ

ｒ
の
な
か
で
提
供
さ
れ
る
い

ち
Ｉ
ｏ
Ｔ
モ
ジ
ュ
ー
ル
と
い

う
位
置
付
け
に
な
る
。

　
気
候
変
動
や
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
、
国
際
紛
争
な
ど
経
営
環

境
が
よ
り
不
確
実
性
が
増
す

な
か
で
、
企
業
が
生
き
残
る

た
め
に
は
柔
軟
性
が
重
要
と

な
る
。
そ
の
柔
軟
性
を
持
つ

た
め
に
も
各
企
業
は
、
リ
ア

ル
な
現
場
な
ど
Ｏ
Ｔ
で
起
こ

る
未
来
を
Ｉ
Ｔ
の
デ
ジ
タ
ル

空
間
で
い
ち
早
く
試
し
て
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
速
度
を
上

げ
、
か
つ
リ
ス
ク
を
予
見
し

て
回
避
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
の

仕
組
み
を
自
前
で
保
有
す
る

必
要
が
あ
る
。
そ
こ
に
向
け

て
Ｓ
ｉ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
　
Ｘ
ｃ

ｅ
ｌ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｏ
ｒ
は
Ｓ
ａ

ａ
Ｓ
モ
デ
ル
で
提
供
す
る
こ

と
で
、
１
つ
の
工
程
や
機
能

か
ら
始
め
ら
れ
、
か
つ
大
規

模
な
シ
ス
テ
ム
構
築
が
必
要

な
く
な
り
、
ス
モ
ー
ル
ス
タ

ー
ト
や
中
小
企
業
向
け
、
さ

ら
に
は
状
況
に
応
じ
た
シ
ス

テ
ム
変
更
が
多
い
企
業
に
最

適
と
な
っ
て
い
る
。

Ｆ
Ａ
・
電
機
制
御
・
機
械
主
要
商
社　

２
０
２
２
年
度
１
Ｑ
決
算

12
社
中
８
社
増
収
増
益

自
動
化
需
要 

衰
え
ず

　
山
善
は
増
収
減
益
。

　
生
産
財
関
連
で
は
、
国
内

機
械
事
業
は
自
動
車
産
業
で

設
備
投
資
が
戻
り
つ
つ
あ

り
、
半
導
体
製
造
装
置
や
建

設
機
械
の
部
品
加
工
向
け
等

で
工
作
機
械
の
受
注
が
伸

長
。
海
外
で
も
受
注
・
販
売

は
好
調
。
北
米
の
医
療
・
航

空
・
石
油
産
業
等
で
設
備
投

資
が
伸
び
、
台
湾
も
製
造
業

全
体
の
設
備
投
資
は
堅
調
。

中
国
は
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
が
マ

イ
ナ
ス
要
因
と
な
っ
た
が
、

半
導
体
・
電
子
機
器
産
業
向

け
の
切
削
・
補
要
工
具
や
メ

カ
ト
ロ
機
器
が
好
調
に
推

移
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
Ｅ
Ｖ
の

設
備
投
資
が
順
調
で
工
作
機

械
・
工
具
共
に
堅
調
に
推
移

し
た
。

　
因
幡
電
機
産
業
は
増
収
と

大
幅
な
増
益
。

　
産
業
機
器
事
業
は
、
デ
ジ

タ
ル
関
連
需
要
や
自
動
車
業

界
の
Ｅ
Ｖ
関
連
投
資
な
ど
を

背
景
に
半
導
体
関
連
向
け
が

好
調
だ
っ
た
ほ
か
、
製
造
業

を
中
心
と
し
た
設
備
投
資
が

堅
調
で
制
御
機
器
と
電
子
部

品
の
販
売
が
増
加
し
た
。

　
菱
電
は
大
幅
な
増
収
と
大

幅
な
増
益
。

　
Ｆ
Ａ
シ
ス
テ
ム
は
、
半
導

体
製
造
装
置
や
工
作
機
械
な

ど
装
置
メ
ー
カ
ー
向
け
の
需

要
が
好
調
。
自
動
車
関
連
を

中
心
に
製
造
業
の
設
備
投
資

も
持
ち
直
し
。
一
方
で
、
半

導
体
や
材
料
不
足
、
原
材
料

の
高
騰
な
ど
に
よ
り
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
混
乱
が
続

き
、
Ｐ
Ｌ
Ｃ
や
イ
ン
バ
ー

タ
、
Ａ
Ｃ
サ
ー
ボ
、
Ｃ
Ｎ
Ｃ

等
主
力
取
扱
商
品
の
納
期
長

期
化
の
影
響
を
受
け
た
。

　
立
花
エ
レ
テ
ッ
ク
は
大
幅

な
増
収
と
大
幅
な
増
益
。

　
Ｆ
Ａ
シ
ス
テ
ム
事
業
は
、

Ｆ
Ａ
機
器
は
半
導
体
製
造
装

置
関
連
や
物
流
関
連
等
の
設

備
投
資
は
好
調
で
、
Ｐ
Ｌ
Ｃ

や
配
電
制
御
機
器
が
堅
調
に

推
移
。
一
方
で
海
外
で
の
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン
や
半
導
体
不
足

に
よ
る
部
材
納
期
の
影
響
を

受
け
、
イ
ン
バ
ー
タ
、
Ａ
Ｃ

サ
ー
ボ
が
減
少
。
産
業
機
械

で
は
、
補
助
金
効
果
に
よ
り

レ
ー
ザ
加
工
機
、
放
電
加
工

機
が
大
き
く
伸
長
。
産
業
デ

バ
イ
ス
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
で

は
、
子
会
社
で
接
続
機
器
等

の
販
売
が
好
調
に
推
移
し
、

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
モ
ニ
タ
ー
も

大
き
く
伸
長
し
た
。

　
萩
原
電
気
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
は
、
大
幅
な
増
収
と
大

幅
な
増
益
。

　
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
は

搬
送
・
半
導
体
設
備
関
連
の

顧
客
の
生
産
が
好
調
に
推
移

し
て
組
込
分
野
で
の
売
上
が

増
加
。
事
業
売
上
高
は
、
53

億
５
１
０
０
万
円
（
13
・
８

％
増
）
、
営
業
利
益
は
３
億

３
９
０
０
万
円
（
80
・
２
％

増
）
と
な
っ
た
。

　
サ
ン
ワ
テ
ク
ノ
ス
は
大
幅

な
増
収
と
大
幅
な
増
益
。

　
半
導
体
と
自
動
車
、
電
子

部
品
、
産
業
機
械
等
の
市
場

の
設
備
投
資
が
積
極
的
に
行

わ
れ
、
半
導
体
な
ど
部
材
の

供
給
不
足
に
よ
る
生
産
影
響

を
考
慮
し
た
先
行
手
配
な
ど

が
追
い
風
と
な
っ
た
。

　
日
伝
は
大
幅
な
増
収
と
大

幅
な
増
益
。

　
原
材
料
コ
ス
ト
増
や
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
混
乱
、
基

幹
部
品
の
長
納
期
化
等
の
影

響
も
あ
っ
た
が
、
物
流
機
能

を
生
か
し
た
部
材
調
達
の
改

善
や
生
産
管
理
の
効
率
化

等
、
積
極
的
な
提
案
活
動
に

取
り
組
ん
だ
。
６
月
に
は

「
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ａ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
２
０
２
２
」
に
出
展
し
、

食
品
製
造
向
け
の
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
提
案
を
進
め
た
。

　
た
け
び
し
は
大
幅
な
増
収

と
増
益
。

　
産
業
機
器
シ
ス
テ
ム
分
野

で
は
、
Ｆ
Ａ
機
器
が
半
導
体

製
造
装
置
関
連
向
け
、
産
業

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
が
５
Ｇ
関

連
向
け
で
増
加
。
半
導
体
・

デ
バ
イ
ス
分
野
で
は
、
食
品

関
連
お
よ
び
パ
ワ
ー
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ナ
ー
向
け
半
導
体
が

増
加
。
さ
ら
に
同
社
グ
ル
ー

プ
に
加
わ
っ
た
東
南
ア
ジ
ア

で
の
電
子
部
品
・
機
器
販
売

事
業
を
展
開
す
る
Ｌ
ｅ
　
Ｃ

ｈ
ａ
ｍ
ｐ
グ
ル
ー
プ
が
売
上

増
に
寄
与
し
た
。

　
同
社
で
は
現
在
、
オ
ー
ト

メ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
基
盤

に
、
３
つ
の
成
長
事
業
領
域

（
新
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
事

業
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
型
事

業
）
で
の
新
製
品
・
サ
ー
ビ

ス
の
開
発
力
強
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

実
験
棟
２
棟
完
成

神
奈
川

藤
沢
市

先
進
技
術
開
発
へ
整
備

アズビル

す
。
投
資
金
額
は
約
41
億

円
。

　
第
１
０
４
建
物
は
、
建
築

面
積
１
３
３
６
㎡
の
３
階
建

で
、
延
べ
床
面
積
は
４
２
１

７
㎡
。

　
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
セ
ン
サ
の
開
発

と
計
測
標
準
施
設
と
し
て
、

独
自
の
要
素
技
術
、
プ
ロ
セ

ス
技
術
、
開
発
・
生
産
ノ
ウ

ハ
ウ
を
蓄
積
し
、
高
性
能
な

セ
ン
サ
の
安
定
供
給
と
新
製

品
開
発
、
セ
ン
サ
を
起
点
と

し
た
新
規
領
域
へ
の
ビ
ジ
ネ

ス
拡
大
を
目
指
す
。

　
ま
た
、
新
校
正
室
は
、
現

在
の
建
設
技
術
と
同
社
が
持

つ
空
調
と
計
測
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
結
集
。
「
正
し
く
測
る
」

た
め
の
校
正
能
力
強
化
に
よ

っ
て
事
業
活
動
へ
貢
献
し
て

い
く
。
投
資
金
額
は
約
31
億

円
。

竣
工
し
た
第
１
０
３
建
物（
上
）と
第
１
０
４
建
物（
下
）

Ｅ
Ｃ
各
社 

好
調
持
続

　
ト
ラ
ス
コ
中
山
は
増
収
減

益
。

　
在
庫
施
策
と
客
先
で
の
置

き
工
具
Ｍ
Ｒ
Ｏ
ス
ト
ッ
カ

ー
、
顧
客
と
の
シ
ス
テ
ム
連

携
等
で
増
収
だ
っ
た
が
、
従

業
員
の
生
活
支
援
の
た
め
の

臨
時
賞
与
や
販
売
費
・
一
般

管
理
費
の
増
加
に
よ
っ
て
減

益
と
な
っ
た
。

　
モ
ノ
タ
ロ
ウ
は
大
幅
な
増

収
と
大
幅
な
増
益
。

　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
広
告
の
出
稿
や
Ｓ

Ｅ
Ｏ
対
策
、
Ｄ
Ｍ
、
カ
タ
ロ

グ
発
刊
・
送
付
等
の
販
促
活

動
に
よ
る
新
規
・
既
存
顧
客

向
け
施
策
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
の
取

扱
商
品
数
の
増
加
、
物
流
基

盤
の
整
備
等
を
行
い
、
４
―

６
月
機
関
で
63
万
６
９
７
８

口
座
の
新
規
顧
客
を
獲
得
し

た
。

　
ミ
ス
ミ
は
増
収
減
益
。

　
中
国
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
影

響
を
大
き
く
受
け
、
中
国
の

設
備
投
資
と
工
場
稼
働
の
低

迷
に
よ
っ
て
売
上
数
量
が
減

少
。
さ
ら
に
原
材
料
費
と
輸

送
費
高
騰
が
あ
り
、
為
替
効

果
は
あ
っ
た
も
の
の
吸
収
し

き
れ
な
か
っ
た
。

　
カ
ナ
デ
ン
は
減
収
な
が
ら

大
幅
な
増
益
。

　
Ｆ
Ａ
分
野
は
、
緩
や
か
に

回
復
す
る
設
備
投
資
に
よ
り

需
要
は
増
加
し
て
い
る
が
、

半
導
体
不
足
に
よ
る
納
期
長

期
化
の
影
響
に
よ
っ
て
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
や
イ
ン
バ
ー
タ
が

低
調
に
推
移
。
産
業
メ
カ
ト

ロ
ニ
ク
ス
分
野
は
、
レ
ー
ザ

加
工
機
が
案
件
増
加
し
て
堅

調
。
産
業
シ
ス
テ
ム
分
野

は
、
プ
ラ
ン
ト
設
備
機
器
や

計
測
機
器
が
堅
調
に
推
移
し

て
増
加
し
た
。

　
ス
ズ
デ
ン
は
大
幅
な
増
収

と
大
幅
な
増
益
。

　
電
気
機
器
・
電
子
部
品
・

産
業
機
械
業
界
で
半
導
体
等

の
部
材
不
足
の
影
響
に
よ
る

供
給
懸
念
か
ら
一
部
で
前
倒

し
受
注
が
増
加
し
、
１
Ｑ
末

に
か
け
て
商
品
入
荷
量
が
増

加
し
た
こ
と
で
好
調
に
推

移
。
Ｆ
Ａ
機
器
は
Ｒ
Ｆ
Ｉ

Ｄ
、
Ｐ
Ｌ
Ｃ
、
リ
レ
ー
、
制

御
盤
等
が
増
加
し
た
。

　
藤
井
産
業
は
減
収
減
益
。

　
工
場
・
生
産
現
場
向
け
の

産
業
機
器
・
生
産
部
材
を
扱

う
イ
ン
フ
ラ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ズ
カ
ン
パ
ニ
ー
で
は
、
産

業
シ
ス
テ
ム
事
業
は
医
療
機

器
・
半
導
体
関
連
、
各
種
製

造
装
置
メ
ー
カ
ー
を
中
心
に

設
備
更
新
需
要
が
堅
調
と
な

り
、
売
上
高
は
前
期
を
上
回

る
結
果
と
な
っ
た
。

　
明
治
電
機
工
業
は
減
収
減

益
。

　
自
動
車
ビ
ジ
ネ
ス
強
化
に

向
け
た
体
制
整
備
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
事
業
強
化
な
ど

に
努
め
る
な
か
、
１
Ｑ
は
受

注
は
堅
調
だ
っ
た
が
、
半
導

体
・
部
材
の
供
給
制
約
の
影

響
で
納
期
遅
延
が
発
生
し
、

販
売
が
減
少
し
た
。

　
Ｆ
Ａ
・
電
機
制
御
・
機
械
の
主
要
商
社
の
２
０
２
２
年
度
第
１
四
半
期
決
算
が
出

そ
ろ
っ
た
。
12
社
中
８
社
が
増
収
増
益
と
な
り
、
う
ち
６
社
は
売
上
高
・
純
利
益
と

も
に
10
％
以
上
の
伸
び
と
な
っ
た
。
Ｆ
Ａ
・
生
産
財
関
連
事
業
は
受
注
好
調
。
製
造

業
の
設
備
投
資
意
欲
は
高
い
が
、
納
期
遅
延
が
足
を
引
っ
張
っ
て
い
る
。

　
ア
ズ
ビ
ル
は
、
藤
沢
テ
ク

ノ
セ
ン
タ
ー
内
（
神
奈
川
県

藤
沢
市
）
の
２
つ
（
第
１
０

３
建
物
、
第
１
０
４
建
物
）

の
新
実
験
棟
が
完
成
、
９
月

か
ら
使
用
を
開
始
し
た

　
新
実
験
棟
は
先
進
的
な
シ

ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
や

デ
バ
イ
ス
の
開
発
加
速
に
向

け
た
技
術
開
発
環
境
の
整
備

・
強
化
が
目
的
。
ま
た
、
グ

ロ
ー
バ
ル
開
発
拠
点
と
し
て

「
世
界
最
先
端
の
オ
ー
ト
メ

ー
シ
ョ
ン
技
術
を
体
験
で
き

る
セ
ン
タ
ー
」
を
目
指
し
、

顧
客
と
の
新
価
値
の
創
造
空

間
と
し
て
の
役
割
も
担
う
。

　
第
１
０
３
建
物
は
、
建
築

面
積
２
３
２
０
㎡
の
６
階
建

で
、
延
べ
床
面
積
は
１
万
７

２
１
㎡
。

　
昨
今
の
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル

に
合
わ
せ
た
カ
フ
ェ
型
の
ワ

ー
ク
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
す
る

な
ど
個
人
か
ら
グ
ル
ー
プ
レ

ベ
ル
ま
で
創
造
力
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
る
開
発
環
境
、

執
務
環
境
を
提
供
し
、
社
員

の
活
性
化
や
新
し
い
働
き
方

の
仕
組
み
・
創
造
を
目
指

懸
念
材
料
は
納
期
遅
延

　
萩
原
電
気
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
（
Ｈ
Ｄ
）
は
大
崎
電
気

工
業
の
子
会
社
、
大
崎
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
埼
玉
県
入

間
市
）
を
９
月
30
日
付
で
買

収
す
る
。
買
収
金
額
は
17
億

６
０
０
０
万
円
。

　
萩
原
電
気
Ｈ
Ｄ
は
、
「
新

高
付
加
価
値
事
業
創
出
」
を

重
点
施
策
の
一
つ
と
し
て
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ビ
ジ
ネ
ス

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
大
崎
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
は
、
１
９
９
０
年
に
ベ
ン

チ
ャ
ー
投
資
事
業
と
し
て
設

立
。
フ
ァ
イ
ン
ピ
ッ
チ
接
合

技
術
を
コ
ア
と
し
た
セ
ン
サ

デ
バ
イ
ス
・
高
機
能
デ
バ
イ

ス
関
連
装
置
な
ど
の
製
造
装

置
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。 

　
萩
原
Ｈ
Ｄ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
事
業
の
強
み
で
あ
る
計

測
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
大
崎

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
生
産

ラ
イ
ン
構
築
技
術
を
加
え
る

こ
と
で
、
注
力
す
る
自
動
車

関
連
企
業
向
け
Ｆ
Ａ
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
領
域
に
グ
ル
ー
プ

内
で
の
一
貫
対
応
が
可
能
に

な
る
。

　
大
崎
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

の
２
０
２
２
年
３
月
期
の
売

上
高
６
億
９
２
０
０
万
円
、

営
業
損
失
２
億
８
２
０
０
万

円
。
従
業
員
数
は
83
人
。

大崎エンジを買収
ＦＡソリューション強化

萩原電気ＨＤ
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オ
ム
ロ
ン
デ
ー
タ
活
用
基
盤「
ｉ
―
Ｄ
Ｍ
Ｐ
」

　
山
洋
電
気
は
、
業
界
ト
ッ

プ
の
高
風
量
、
高
静
圧
を
実

現
し
た
□
１
６
０
×
51
㍉
㍍

厚
の
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
フ
ァ
ン
と
防

水
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
フ
ァ
ン
「
Ｓ
ａ

ｎ
　
Ａ
ｃ
ｅ
　
１
６
０
Ａ

Ｄ
」＝
写
真
＝
を
発
売
し
た
。

　
最
大
風
量
は
８
・
２
㎥
／

エ
フ
ェ
ク
タ
ー
取
り
付
け
部

は
、
標
準
規
格
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９

４
０
９
―
１
―
50
―
４
―
Ｍ

６
」
に
準
拠
し
て
お
り
、
同

規
格
に
準
拠
し
た
豊
富
な
エ

ン
ド
エ
フ
ェ
ク
タ
ー
や
周
辺

機
器
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
器

と
簡
単
に
接
続
・
動
作
さ
せ

る
こ
と
が
可
能
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
内
蔵
ケ
ー
ブ
ル

と
し
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
先
端
へ

の
カ
メ
ラ
搭
載
な
ど
に
便
利

な
Ｅ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
ケ
ー

ブ
ル
（
Ｃ
ａ
ｔ
・
６
）
や
Ｉ

／
Ｏ
用
の
ケ
ー
ブ
ル
や
エ
ア

ホ
ー
ス
を
内
蔵
し
、
ロ
ボ
ッ

ト
外
装
に
配
線
を
無
く
す
こ

と
で
、
周
辺
機
器
と
の
干
渉

を
避
け
、
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
を

容
易
に
行
う
こ
と
が
で
き

る
。

　
ま
た
、
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｎ

―
Ｈ
Ｃ
シ
リ
ー
ズ
か
ら
安
全

機
能
を
踏
襲
。
設
定
値
を
超

え
る
力
を
外
部
か
ら
検
出
す

る
と
自
動
停
止
す
る
人
協
働

モ
ー
ド
、
ア
ー
ム
の
隙
間
に

指
を
挟
む
の
を
防
ぐ
挟
み
込

み
防
止
設
計
な
ど
を
備
え
、

こ
れ
ま
で
安
全
面
か
ら
ロ
ボ

ッ
ト
導
入
を
控
え
て
い
た
箇

所
な
ど
に
も
導
入
が
で
き

る
。

　
教
示
は
、
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

ペ
ン
ダ
ン
ト
を
使
っ
た
従
来

方
式
に
加
え
、
ダ
イ
レ
ク
ト

　
Ｔ
Ｈ
Ｋ
は
、
内
外
輪
一
体

形
の
安
定
構
造
で
、
組
み
付

け
時
間
を
大
幅
に
短
縮
で
き

る
ク
ロ
ス
ロ
ー
ラ
ー
リ
ン
グ

「
Ｒ
Ｂ
Ｕ
形
」
＝
写
真
＝
を

発
売
し
た
。

　
ク
ロ
ス
ロ
ー
ラ
ー
リ
ン
グ

は
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
や
工

　
東
洋
技
研
は
、
ボ
タ
ン
付

ス
プ
リ
ン
グ
ロ
ッ
ク
式
端
子

台
「
Ｖ
Ｔ
Ｘ
シ
リ
ー
ズ
」
の

第
６
弾
と
し
て
「
Ｖ
Ｔ
Ｘ
―

２
」
と
「
Ｖ
Ｔ
Ｘ
―
16
」
ア

ー
ス
の
２
機
種
を
追
加
す
る

と
と
も
に
、
グ
ル
ー
プ
マ
ー

カ
「
Ｇ
Ｐ
Ｍ
―
３
Ｌ
」
を
新

た
に
発
売
し
た
。

　
Ｖ
Ｔ
Ｘ
シ
リ
ー
ズ
は
、
プ

ッ
シ
ュ
イ
ン
結
線
作
業
で
配

線
工
数
を
削
減
で
き
、
バ
ネ

の
ク
ラ
ン
プ
方
式
で
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
フ
リ
ー
化
し
た
小
型

端
子
台
。
今
回
、
定
格
絶
縁

電
圧
５
０
０
Ｖ
・
定
格
通
電

電
流
24
Ａ
の
「
Ｖ
Ｔ
Ｘ
―

２
」
と
、
１
０
０
０
Ｖ
・
定

格
イ
ン
パ
ル
ス
耐
電
圧
８
kV

・
定
格
絶
縁
電
圧
６
０
０
Ｖ

の
「
Ｖ
Ｔ
Ｘ
―
16
」
を
追
加

し
た
。

　
「
Ｇ
Ｐ
Ｍ
―
３
Ｌ
」
は
、

高
さ
を
３
段
階
に
調
整
で

き
、
制
御
盤
内
の
端
子
台
の

識
別
に
適
し
た
グ
ル
ー
プ
マ

ー
カ
。
10
㍉
㍍
幅
の
記
名
板

「
Ａ
Ｍ
―
10
」
と
９
㍉
㍍
幅

の
印
字
シ
ー
ル
を
使
用
可

能
。
販
売
単
位
は
一
袋
10
個

入
り
、
標
準
価
格
は
税
抜
き

87
円
。

　
村
田
製
作
所
は
、
イ
ン
フ

ィ
ニ
オ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ

の
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
／
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ

ｔ
ｏ
ｏ
ｔ
ｈ
／
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
ｔ

ｏ
ｏ
ｔ
ｈ
　
Ｌ
ｏ
ｗ
　
Ｅ
ｎ

ｅ
ｒ
ｇ
ｙ
コ
ン
ボ
チ
ッ
プ

「
Ｃ
Ｙ
Ｗ
４
３
４
３
９
」
を

内
蔵
し
た
小
型
無
線
モ
ジ
ュ

ー
ル
「
Ｌ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
５
Ｋ
Ｌ
１

Ｙ
Ｎ
」
と
、
イ
ン
フ
ィ
ニ
オ

ン
社
の
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
／
Ｂ
ｌ

ｕ
ｅ
ｔ
ｏ
ｏ
ｔ
ｈ
／
Ｂ
ｌ
ｕ

ｅ
ｔ
ｏ
ｏ
ｔ
ｈ
　
Ｌ
ｏ
ｗ
　

Ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ
ｙ
コ
ン
ボ
チ
ッ

プ
「
Ｃ
Ｙ
Ｗ
４
３
７
３
Ｅ
」

を
内
蔵
し
た
小
型
無
線
モ
ジ

ュ
ー
ル
「
Ｌ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
５
Ｐ
Ｋ

２
Ａ
Ｅ
」
を
発
売
し
た
＝
写

真
。

　
同
製
品
は
、
無
線
通
信
機

能
の
搭
載
が
求
め
ら
れ
て
い

る
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
や
産
業
機
器

に
最
適
な
小
型
無
線
モ
ジ
ュ

ー
ル
で
、
独
自
の
無
線
設
計

技
術
・
省
ス
ペ
ー
ス
実
装
技

術
・
製
品
加
工
技
術
で
小
型

・
高
性
能
か
つ
シ
ー
ル
ド
さ

れ
た
構
造
を
実
現
。

　
Ｔ
ｙ
ｐ
ｅ
　
１
Ｙ
Ｎ
は
、

小
型
で
あ
り
な
が
ら
、
Ｗ
ｉ

―
Ｆ
ｉ
４
と
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
ｔ
ｏ

ｏ
ｔ
ｈ
５
・
２
に
対
応
し
高

速
通
信
を
実
現
。
Ｔ
ｙ
ｐ
ｅ

　
２
Ａ
Ｅ
は
、
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ

５
と
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
ｔ
ｏ
ｏ
ｔ
ｈ

５
・
２
に
対
応
し
な
が
ら
高

温
度
に
も
対
応
。
制
御
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
は
ど
ち
ら
も

音
声
デ
ー
タ
通
信
用
の
Ｐ
Ｃ

Ｍ
に
も
対
応
し
て
い
る
。

　
昔
の
武
士
は
日
夜
剣
術
の
稽

古
に
励
み
、
土
台
を
作
れ
と
教

え
た
。
そ
の
教
え
と
は
、
武
士

は
剣
術
の
技
を
磨
い
て
強
く
な

り
、
戦
い
の
場
で
相
手
に
勝
た

な
け
れ
ば
出
家
に
奉
公
で
き
な

い
と
い
う
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
も
ち
ろ
ん
、
日
夜
の
稽
古

に
よ
っ
て
剣
の
技
は
上
達
し
た

だ
ろ
う
が
、
そ
れ
よ
り
も
担
力

が
鍛
え
ら
れ
る
こ
と
を
狙
っ
た

教
え
で
あ
っ
た
。

　
身
に
つ
い
た
担
力
が
あ
れ
ば

い
ざ
と
い
う
時
に
冷
静
沈
着
に

し
て
何
事
に
も
動
じ
な
い
で
対

処
で
き
る
と
い
う
教
え
で
あ
っ

た
の
だ
。
営
業
の
世
界
で
稽
古

に
相
当
す
る
こ
と
と
い
え
ば
、

社
内
営
業
研
修
や
メ
ー
カ
ー
が

実
施
す
る
商
品
研
修
で
は
な

い
。
販
売
員
が
顧
客
や
見
込
み

客
の
現
場
で
日
々
苦
渋
を
味
わ

う
よ
う
な
多
く
の
経
験
を
す
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
現
在
で
は
隆
盛
を
極
め
て
い

る
機
器
部
品
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ

る
が
、
成
長
期
以
前
は
販
売
員

の
か
な
り
の
時
間
は
剣
術
の
稽

古
の
よ
う
に
担
力
を
つ
く
る
日

々
で
あ
っ
た
。
名
刺
が
飛
ぶ
よ

う
に
な
く
な
る
ほ
ど
新
し
い
客

先
を
訪
問
す
る
の
が
日
課
で
あ

っ
た
か
ら
、
冷
や
汗
を
か
き
、

気
の
張
っ
た
一
日
は
剣
術
の
稽

古
の
よ
う
に
疲
れ
た
。

　
こ
の
疲
れ
の
中
で
営
業
の
土

台
と
な
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
向
か

う
姿
勢
や
基
本
力
が
育
っ
た
。

現
在
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
商

品
の
研
修
は
当
時
は
必
要
に
迫

ら
れ
て
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

や
が
て
高
成
長
期
を
経
て
現
在

に
続
く
低
成
長
期
に
入
り
、
競

合
は
激
し
く
な
る
と
営
業
の
稽

古
は
剣
の
技
を
磨
く
方
に
重
点

が
移
っ
て
き
た
。

　
現
在
の
営
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
名
刺
が
飛
ぶ
よ
う
に
な
く

な
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
で

も
安
定
し
た
顧
客
を
持
っ
て
、

売
り
上
げ
の
確
保
に
善
戦
し
て

い
る
販
売
店
は
多
い
。
そ
こ
で

心
配
な
の
が
、
競
合
激
化
の
低

成
長
期
が
長
い
間
続
い
て
し
ま

っ
た
た
め
に
、
剣
術
の
稽
古
が

剣
の
技
を
磨
く
方
に
片
寄
っ

て
、
土
台
作
り
の
方
は
忘
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
確
か
に
低
成
長
で
安
定
し
て

い
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
競
合
は
激

し
い
た
め
に
商
品
研
修
で
売
り

方
の
技
を
磨
い
て
、
成
長
を
遂

げ
る
こ
と
は
最
も
重
要
な
こ
と

だ
。
し
か
し
ど
ん
な
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
も
、
同
じ
環
境
は
続
く
も

の
で
は
な
い
。
令
和
年
間
に
は

機
器
部
品
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
変
客

す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
で

あ
る
。

　
つ
ま
り
同
じ
よ
う
な
営
業
を

し
て
い
る
と
令
和
年
間
に
は
い

つ
の
間
に
か
置
い
て
行
か
れ
る

こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
ん

な
時
に
多
少
戸
惑
っ
て
も
体
勢

を
早
く
立
て
直
せ
る
販
売
員
が

い
れ
ば
貴
重
な
戦
力
と
な
る
。

営
業
は
人
と
の
接
触
に
よ
っ
て

発
揮
で
き
る
仕
事
で
あ
る
。
会

う
相
手
が
ど
ん
な
人
で
も
、
ど

の
よ
う
な
状
態
に
あ
っ
て
も
少

し
で
も
脈
力
が
あ
る
な
ら
ば
、

よ
い
関
係
に
持
っ
て
行
く
技
量

が
営
業
の
土
台
で
あ
る
。

　
毎
日
の
よ
う
に
新
規
の
技
術

者
と
会
っ
て
名
刺
を
交
換
す
る

営
業
は
土
台
作
り
の
稽
古
に
な

る
。
し
か
し
現
在
の
営
業
の
現

場
は
成
長
期
以
前
の
よ
う
に
、

新
規
客
や
初
め
て
の
技
術
者
に

会
う
仕
事
が
ル
ー
テ
ィ
ン
の
よ

う
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ

か
ら
と
い
っ
て
人
と
の
接
触
に

絡
む
数
々
の
基
本
力
に
関
し

て
、
社
内
研
修
を
幾
度
、
や
っ

た
と
し
て
も
効
果
は
少
な
い
。

　
そ
れ
で
は
ど
う
す
れ
ば
販
売

員
は
現
代
流
の
稽
古
が
で
き
る

の
だ
ろ
う
か
。
稽
古
と
い
う
の

は
毎
日
や
ら
な
け
れ
ば
身
に
つ

か
な
い
。
毎
日
や
る
こ
と
に
よ

っ
て
新
た
な
経
験
が
身
に
つ
く

も
の
だ
。
そ
の
新
た
な
経
験
は

新
た
な
発
見
に
導
く
。
そ
し
て

そ
の
新
た
な
発
見
は
次
の
新
た

な
経
験
を
引
き
寄
せ
る
。
現

在
、
や
っ
て
い
る
営
業
活
動
で

も
た
ま
た
ま
新
た
な
経
験
に
出

合
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
た
ま

た
ま
で
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
向
か

う
基
本
力
は
身
に
つ
か
な
い
。

　
で
は
毎
日
何
を
す
れ
ば
よ
い

の
か
、
第
一
に
よ
ほ
ど
の
こ
と

が
な
い
限
り
毎
日
顧
客
に
会
う

こ
と
で
あ
る
。
最
近
の
営
業
は

守
備
に
徹
し
て
い
る
せ
い
か
後

方
処
理
で
社
内
滞
在
率
が
高

い
。
な
か
な
か
外
に
出
に
く
い

処
理
が
多
く
あ
っ
て
も
、
最
低

１
軒
は
訪
問
す
る
癖
で
あ
る
。

第
二
に
訪
問
し
た
顧
客
で
必
ず

三
知
活
動
を
す
る
こ
と
で
あ

る
。

　
前
回
少
し
三
知
活
動
を
紹
介

し
た
が
、
と
に
か
く
今
あ
る
顧

客
の
こ
と
は
知
っ
て
る
つ
も
り

に
し
な
い
で
こ
の
活
動
を
通
し

て
新
し
い
経
験
を
次
々
と
す
る

こ
と
だ
。
三
知
活
動
を
毎
日
や

る
こ
と
が
現
代
流
の
稽
古
に
な

る
。

毎
日
顧
客
に
会
う
現
代
流
の
稽
古

新
た
な
経
験
が
新
た
な
発
見
導
く

�

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

　
オ
ム
ロ
ン
は
、
独
自
の
現

場
デ
ー
タ
活
用
基
盤
と
な
る

「
ｉ
―
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
　
Ｄ
ａ
ｔ

ａ
　
Ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ

ｔ
　
Ｐ
ｌ
ａ
ｔ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ

（
ｉ
―
Ｄ
Ｍ
Ｐ
）
」
を
開
発

し
、
現
場
デ
ー
タ
活
用
サ
ー

ビ
ス
「
ｉ
―
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
」
に

組
み
込
ん
で
提
供
を
開
始
し

た
。

　
こ
れ
ま
で
ｉ
―
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｔ

に
お
け
る
製
造
現
場
の
デ
ー

タ
を
収
集
し
て
変
換
、
蓄
積

し
、
可
視
化
す
る
た
め
の
シ

ス
テ
ム
は
、
顧
客
の
要
望
に

応
じ
て
一
か
ら
作
り
込
み
、

さ
ら
に
Ｆ
Ａ
機
器
と
の
接
続

　
同
製
品
は
、
10
〜
20
㌔
㌘

の
段
ボ
ー
ル
箱
が
、
一
辺
あ

た
り
１
１
０
０
㍉
㍍
前
後
の

正
方
形
・
長
方
形
の
パ
レ
ッ

ト
に
積
み
上
げ
ら
れ
て
ト
ラ

ッ
ク
な
ど
物
流
部
門
に
引
き

渡
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
、

可
搬
30
㌔
㌘
・
リ
ー
チ
１
６

０
０
㍉
㍍
に
な
る
よ
う
に
設

計
し
て
パ
レ
タ
イ
ジ
ン
グ
に

最
適
化
。
全
軸
に
Ｉ
Ｐ
67
の

防
塵
・
防
滴
構
造
を
採
用
。

表
面
塗
装
は
ア
ク
リ
ル
ウ
レ

タ
ン
塗
装
、
先
端
フ
ラ
ン
ジ

の
材
質
は
ス
テ
ン
レ
ス
を
用

い
て
お
り
、
衛
生
面
へ
の
配

慮
か
ら
水
洗
が
必
要
な
用
途

で
の
使
用
も
可
能
と
な
っ
て

い
る
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
先
端
の
エ
ン
ド

性
等
を
検
証
し
て
構
築
す
る

必
要
が
あ
り
、
立
ち
上
げ
ま

で
に
時
間
と
工
数
が
多
く
か

か
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し

今
回
、
基
本
的
な
デ
ー
タ
活

用
基
盤
を
キ
ッ
ト
化
し
た
ｉ

―
Ｄ
Ｍ
Ｐ
を
開
発
し
た
こ
と

に
よ
り
、
立
ち
上
げ
ま
で
の

時
間
と
コ
ス
ト
を
大
幅
に
短

縮
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ｉ
―
Ｄ
Ｍ
Ｐ
は
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
が
得
意
な
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｄ

Ａ
と
、
過
去
か
ら
の
蓄
積
デ

ー
タ
で
の
分
析
が
得
意
な
、

Ｂ
Ｉ
ツ
ー
ル
の
二
つ
の
利
点

を
併
せ
持
っ
た
デ
ー
タ
活
用

基
盤
と
な
り
、
Ｏ
Ｐ
Ｃ
―
Ｕ

Ａ
や
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
／

Ｉ
Ｐ
、
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｔ
、
Ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ

な
ど
多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

や
、
Ｐ
ｏ
ｓ
ｔ
ｇ
ｒ
ｅ
Ｓ
Ｑ

Ｌ
、
Ｏ
ｒ
ａ
ｃ
ｌ
ｅ
　
Ｄ
ａ

ｔ
ａ
ｂ
ａ
ｓ
ｅ
、
Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ

ｏ
ｓ
ｏ
ｆ
ｔ
　
Ｓ
Ｑ
Ｌ
　
Ｓ

ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
ｒ
な
ど
リ
レ
ー
シ

ョ
ナ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｒ

Ｄ
Ｂ
）
、
Ｆ
Ａ
機
器
と
簡
単

に
接
続
で
き
、
既
存
シ
ス
テ

ム
や
各
社
Ｐ
Ｌ
Ｃ
情
報
な

ど
、
現
場
に
点
在
す
る
デ
ー

タ
を
必
要
に
応
じ
て
エ
ッ
ジ

領
域
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
収

集
・
蓄
積
し
、
一
元
管
理
が

可
能
。
ク
ラ
ウ
ド
な
ど
を
使

用
し
な
い
、
ス
モ
ー
ル
ス
タ

ー
ト
で
製
造
現
場
で
の
デ
ー

タ
活
用
が
で
き
る
よ
う
に
し

た
。

　
ま
た
、
同
社
の
知
見
を
組

み
込
ん
だ
、
50
種
類
以
上
の

豊
富
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ソ
フ

ト
や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
部
品
を

用
意
し
て
お
り
、
製
品
単
位

／
工
程
単
位
、
標
準
工
数
／

実
績
工
数
、
人
作
業
バ
ラ
つ

き
な
ど
現
場
の
状
態
の
変
化

を
簡
単
に
可
視
化
が
可
能
。

さ
ら
に
、
エ
ッ
ジ
領
域
で
多

様
な
デ
ー
タ
を
収
集
・
蓄
積

し
て
一
元
管
理
が
可
能
と
な

っ
て
お
り
、
デ
ー
タ
分
析
を

通
じ
て
自
動
化
、
制
御
へ
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
可
能
と

な
り
、
現
場
で
改
善
サ
イ
ク

ル
を
素
早
く
回
す
こ
と
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

統合管理の簡素化
開発期間を短縮　

可
搬
質
量
30
㎏
に
向
上

パ
レ
タ
イ
ジ
ン
グ
想
定

　
安
川
電
機
は
、
こ
れ
ま
で
可
搬
質
量
10
㌔

㌘
と
20
㌔
㌘
で
シ
リ
ー
ズ
展
開
し
て
い
た
人

協
働
ロ
ボ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
パ
レ
タ
イ
ジ
ン

グ
用
途
へ
の
適
用
が
可
能
な
可
搬
質
量
30
㌔

㌘
・
リ
ー
チ
１
６
０
０
㍉
㍍
の
モ
デ
ル
「
Ｍ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｎ
―
Ｈ
Ｃ
30
Ｐ
Ｌ
」
を
発
売
し

た
。

製造現場のデータを収集、変換、蓄積し
可視化するi-DMP

MOTOMAN-HC30PL

安川電機　人協働ロボット

Ｉ
ｏ
Ｔ
、産
業
機
器
用
途

小
型
無
線
モ
ジ
ュ
ー
ル
２
製
品

村田製作所

ｍ
ｉ
ｎ
、
最
大
静
圧
は
１
６

７
Ｐ
ａ
、
騒
音
レ
ベ
ル
は
58

ｄ
Ｂ
（
Ａ
）
、
消
費
電
力
は

22
Ｗ
。
Ｐ
Ｗ
Ｍ
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
機
能
で
、
フ
ァ
ン
の
回
転

速
度
を
制
御
で
き
る
た
め
、

装
置
の
低
騒
音
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
効
果
的
。
定
格
電
圧

は
Ａ
Ｃ
１
０
０
〜
２
４
０

Ｖ
、
Ａ
Ｃ
１
０
０
Ｖ
系
・
Ａ

Ｃ
２
０
０
Ｖ
系
の
ど
ち
ら
で

も
使
用
可
能
。
防
水
の
９
Ａ

Ｄ
Ｗ
タ
イ
プ
は
、
保
護
等
級

Ｉ
Ｐ
56
の
防
水
、
防
塵
性
能

で
、
厳
し
い
環
境
で
も
安
定

し
た
動
作
が
可
能
。

　
高
い
冷
却
性
能
と
低
消
費

電
力
が
要
求
さ
れ
る
制
御

盤
，
産
業
機
械
，
空
調
機
器

な
ど
の
冷
却
に
最
適
と
な
っ

て
い
る
。

東洋技研
スプリング
ロ ッ ク 式端子台２機種追加
グループマーカも発売

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
も
対
応

し
、
直
感
的
な
操
作
に
よ
る

動
作
指
示
が
可
能
に
な
っ
て

い
る
。

リ
ー
チ
１６００
㎜

山
洋
電
気　

Ａ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
フ
ァ
ン

風
量
、静
圧
が
最
高
水
準

　

新
た
に
防
水
タ
イ
プ

ＴＨＫ　クロスローラーリング

内外輪一体形の構造
組み付け大幅時短

作
機
械
、
減
速
機
な
ど
高
剛

性
、
高
精
度
な
回
転
運
動
を

必
要
と
す
る
装
置
の
旋
回
用

軸
受
と
し
て
広
く
採
用
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
組
み
付
け
に

は
シ
ビ
ア
な
精
度
が
求
め
ら

れ
、
そ
の
効
率
化
が
課
題
と

な
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し

同
製
品
は
、
内
外
輪
一
体
形

の
安
定
構
造
と
す
る
こ
と
で

細
か
な
調
整
を
不
要
と
し
装

置
へ
の
組
み
付
け
を
容
易
に

し
た
。
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の

関
節
部
や
旋
回
部
、
減
速
機

の
組
付
け
な
ど
で
は
、
生
産

台
数
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど

抜
群
の
時
短
効
果
を
発
揮
す

る
。

　
ま
た
、
内
外
輪
一
体
形
構

造
の
た
め
、
外
輪
分
割
形
と

比
べ
て
部
品
剛
性
は
向
上
し

て
い
る
。
既
存
形
番
の
「
Ｒ

Ｂ
形
」
と
は
寸
法
に
互
換
性

が
あ
り
、
設
計
変
更
を
伴
わ

ず
に
簡
単
に
置
き
換
え
が
可

能
。
軸
径
φ
20
か
ら
１
９
０

ま
で
全
24
形
番
を
展
開
す

る
。



（3）　　　２０２２年（令和４年）９月７日

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

事
、
94
年
か
ら
副
理
事
長
、

01
年
〜
04
年
ま
で
第
10
代
理

事
長
と
し
て
組
合
の
活
性
化

に
尽
力
し
た
。
並
行
し
て
、

全
日
本
電
子
部
品
流
通
連
合

会
（
Ｊ
Ｅ
Ｐ
）
の
理
事
を
82

年
か
ら
務
め
、
90
年
に
は
副

会
長
、
01
年
〜
04
年
に
は
第

７
代
会
長
を
３
年
間
に
わ
た

っ
て
務
め
、
全
国
の
電
子
部

品
・
制
御
部
品
商
社
の
ま
と

め
役
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
た
。

　
小
柄
な
身
体
に
い
つ
も
笑

顔
を
絶
や
さ
な
い
姿
で
、
業

界
の
活
性
化
や
今
後
の
市
場

展
開
を
常
に
気
に
か
け
て
お

り
、
電
機
や
自
動
車
の
新
し

い
製
品
や
技
術
の
探
求
へ
展

示
会
に
も
よ
く
出
か
け
熱
心

に
学
ん
で
い
た
。

　
２
０
２
２
年
６
月
６
日
に

96
歳
で
死
去
し
た
鳥
居
武
久

元
鳥
居
電
業
社
長
・
会
長
の

お
別
れ
の
会
が
、
パ
レ
ス
ホ

テ
ル
東
京
（
東
京
都
千
代
田

区
）
で
９
月
９
日
に
執
り
行

わ
れ
る
。

　
鳥
居
武
久
氏
は
、
１
９
２

５
年
創
業
の
同
社
２
代
目
の

社
長
と
し
て
、
１
９
８
０
年

４
月
就
任
。
91
年
４
月
に
は

会
長
に
、
２
０
０
０
年
４
月

に
取
締
役
相
談
役
に
就
任
す

る
ま
で
20
年
間
に
わ
た
っ
て

経
営
の
ト
ッ
プ
と
し
て
陣
頭

指
揮
を
執
り
、
同
社
を
全
国

有
数
の
商
社
に
築
き
上
げ

た
。
06
年
６
月
に
は
監
査
役

に
就
任
し
、
14
年
ま
で
務
め

た
。

　
ま
た
こ
の
間
、
電
気
制
御

や
電
子
部
品
な
ど
の
商
社
の

団
体
活
動
で
も

先
頭
に
な
っ
て

活
躍
。
東
京
都

電
機
卸
商
業
組

合
（
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）

の
理
事
を
82
年

か
ら
務
め
、
84

年
か
ら
常
務
理

鳥
居
電
業
　
鳥
居
武
久
元
社
長
・
会
長
が
死
去９日にお別れ会

有数商社への礎築く

横河電機
渦流量計

鳥
居
武
久
元
鳥
居
電
業
社
長

渦流量計VYシリーズ

　
横
河
電
機
は
、
日
本
防
爆
と
機
能
安
全
Ｓ
Ｉ
Ｌ
２
に
対

応
し
た
渦
流
量
計
の
新
シ
リ
ー
ズ
「
渦
流
量
計
Ｖ
Ｙ
シ
リ

ー
ズ
」
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
圧
力
計
な
ど

の
外
部
機
器
の
測
定
値
と
内

蔵
温
度
計
と
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
外
部
演
算
器
を

用
い
ず
、
渦
流
量
計
単
体
で

正
確
な
温
圧
補
正
演
算
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
演
算
を
実
行
可

能
。
内
部
信
号
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
よ
り
機
器
全
体
の
健
全

性
の
自
己
診
断
機
能
を
実
現

す
る
こ
と
で
機
能
安
全
Ｓ
Ｉ

Ｌ
２
に
対
応
。
さ
ら
に
、
セ

ン
サ
の
健
全
性
を
パ
ラ
メ
ー

タ
化
し
履
歴
管
理
し
、
セ
ン

サ
の
能
力
の
低
下
ま
で
の
見

込
み
時
間
を
提
示
。
別
売
り

の
健
全
性
確
認
ツ
ー
ル
「
Ｆ

Ｓ
Ａ
１
３
０
」
と
機
器
調
整

・
設
定
・
管
理
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
「
Ｆ
ｉ
ｅ
ｌ
ｄ
Ｍ
ａ
ｔ

ｅ
」
を
使
う
こ
と
で
計
器
室

や
遠
隔
地
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら

機
器
の
健
全
性
を
い
つ
で
も

簡
単
に
確
認
で
き
、
Ｃ
Ｂ
Ｍ

を
可
能
と
す
る
。

　
検
出
構
造
や
面
間
寸
法
は

従
来
機
種
と
互
換
性
が
あ

り
、
配
管
工
事
や
追
加
調
整

を
す
る
こ
と
な
く
機
器
単
体

の
交
換
が
可
能
。
口
径
は
15

か
ら
４
０
０
㍉
㍍
に
対
応
。

渦
発
生
体
に
は
、
２
つ
の
流

量
セ
ン
サ
と
１
つ
の
温
度
セ

ン
サ
を
内
蔵
し
た
強
固
な
一

体
構
造
で
、
部
分
的
な
着
脱

も
で
き
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時

は
渦
発
生
体
の
部
分
的
な
清

掃
・
交
換
が
可
能
。
ま
た
デ

ジ
タ
ル
信
号
処
理
技
術
Ｓ
Ｓ

Ｐ
に
よ
り
、
不
要
な
配
管
振

動
を
除
去
し
、
安
定
し
た
渦

信
号
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
化
学
、
石
油
化
学
、
オ
イ

ル
＆
ガ
ス
、
電
力
、
食
品
・

飲
料
、
製
薬
、
紙
パ
ル
プ
産

業
を
対
象
と
し
、
蒸
気
に
対

し
て
は
各
種
プ
ラ
ン
ト
の
熱

源
や
動
力
源
で
あ
る
高
温
・

高
圧
蒸
気
の
流
量
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
測
定
、
気
体
向
け
で

は
空
気
や
窒
素
ガ
ス
な
ど
ユ

ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ガ
ス
の
流
量

測
定
に
使
用
可
能
。
液
体
で

は
温
水
・
冷
水
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
そ
の
他
の
低
温

液
体
、
化
学
物
質
（
無
機
物

含
む
）
の
流
量
測
定
に
最

適
。

　
価
格
は
24
万
４
０
０
０
円

か
ら
。
販
売
目
標
は
２
０
２

２
年
度
２
５
０
０
台
。

防
爆
と
Ｓ
Ｉ
Ｌ
２
対
応

リ
モ
ー
ト
で
Ｃ
Ｂ
Ｍ
も
可
能

オ
プ
テ
ッ
ク
ス
・
エ
フ
エ
ー

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
４
種
登
場

　
オ
プ
テ
ッ
ク
ス
・
エ
フ
エ

ー
は
、
拡
散
同
軸
照
明
、
拡

散
バ
ー
照
明
、
ラ
イ
ン
照
明

２
種
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
４
製
品

を
発
売
し
た
＝
写
真
。

　
拡
散
同
軸
照
明
「
Ｏ
Ｐ
Ｃ

Ｄ
―
Ｈ
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
４

辺
に
配
置
し
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
光

を
特
殊
設
計
の
導
光
板
を
通

し
て
ワ
ー
ク
に
照
射
す
る
タ

イ
プ
で
、
薄
型
な
が
ら
同
軸

照
明
＋
ド
ー
ム
照
明
と
同
等

の
効
果
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
。
ド
ー
ム
照
明
の
均
一
照

射
を
省
ス
ペ
ー
ス
・
覗
き
穴

な
し
で
実
現
で
き
、
カ
メ
ラ

光
軸
も
含
め
全
エ
リ
ア
を
均

一
に
照
射
可
能
。
薄
型
な
の

で
設
置
環
境
に
左
右
さ
れ

ず
、
最
小
26
㍍
角
か
ら
の
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
を
そ
ろ
え
て
い

る
。

　
拡
散
バ
ー
照
明
「
Ｏ
Ｐ
Ｄ

Ｂ
―
Ｈ
Ｍ
／
Ｏ
Ｐ
Ｄ
Ｂ
―
Ｈ

Ｍ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
パ
ワ

ー
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
高
出
力
の

拡
散
光
照
射
に
よ
り
広
範
囲

を
均
一
に
照
射
可
能
。
高
い

均
一
性
で
高
輝
度
バ
ッ
ク
ラ

イ
ト
照
明
と
し
て
も
利
用
で

き
る
。
発
光
幅
40
㍍
の
幅
広

タ
イ
プ
と
発
光
幅
18
㍍
の
小

型
タ
イ
プ
を
そ
ろ
え
た
。

　
コ
ン
パ
ク
ト
な
高
輝
度
ラ

イ
ン
照
明
（
集
光
タ
イ
プ
）

「
Ｌ
Ｎ
Ｓ
Ｐ
２
―
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ａ

シ
リ
ー
ズ
」
（
シ
ー
シ
ー
エ

ス
社
製
）
は
、
現
場
で
の
使

用
に
合
わ
せ
て
発
光
面
を
片

側
に
寄
せ
た
形
状
と
し
、
高

輝
度
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
光
学
設
計
で

約
65
万
lx
の
高
照
度
を
実

現
。
１
０
０
万
lx
ク
ラ
ス
の

ラ
イ
ン
照
明
と
比
較
し
て
コ

ン
パ
ク
ト
で
、
ワ
ー
ク
に
近

づ
け
て
照
射
し
た
り
、
カ
メ

ラ
視
野
を
妨
げ
ず
に
照
射
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

　
ラ
イ
ン
照
明
（
薄
型
集
光

タ
イ
プ
）
「
Ｏ
Ｐ
Ｌ
Ｓ
―
Ｌ

シ
リ
ー
ズ
」
（
シ
ー
シ
ー
エ

ス
社
製
）
は
、
発
光
幅
13
㍍

を
確
保
し
な
が
ら
筐
体
幅
を

20
㍍
ま
で
薄
型
化
し
、
大
幅

な
薄
型
化
と
高
い
輝
度
を
両

立
。
１
０
０
㍍
タ
イ
プ
で
２

０
０
㌘
と
軽
量
化
し
、
設
置

の
負
荷
も
最
小
限
に
抑
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
サ
イ
ズ
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
１
０
０
㍍

か
ら
２
０
０
０
㍍
ま
で
の
豊

富
に
そ
ろ
え
て
い
る
。

セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

国
際
物
流
総
合
展
に
出
品
北陽電機

　
北
陽
電
機
は
、
Ａ
Ｇ
Ｖ
／

Ａ
Ｍ
Ｒ
な
ど
が
産
業
車
両
向

け
規
格
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
３
６
９
１

―
４
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｄ
６
８
０

２
）
に
対
応
す
る
際
に
役
立

つ
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
＝
写
真
＝
を
開
発
し
、
９

月
13
日
か
ら
東
京
ビ
ッ
ク
サ

イ
ト
で
開
催

さ
れ
る
国
際

物
流
総
合
展

２
０
２
２
に

参
考
出
品
す

る
。

　
物
流
搬
送

工
程
で
の
Ａ

Ｇ
Ｖ
・
Ａ
Ｍ
Ｒ
需
要
と
導
入

増
加
に
対
し
、
各
社
が
Ａ
Ｇ

Ｖ
・
Ａ
Ｍ
Ｒ
を
製
品
化
す
る

な
ど
市
場
は
盛
り
上
が
る
な

か
、
日
本
で
は
産
業
車
両
の

安
全
要
求
事
項
を
規
定
す
る

Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
が
改
訂
さ
れ
安

全
に
関
す
る
要
求
が
非
常
に

高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

　
同
社
は
こ
れ
に
対
し
、
Ａ

Ｇ
Ｖ
や
Ａ
Ｍ
Ｒ
等
の
搬
送
車

輛
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
仕

様
の
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ン
ト
ロ

ー
ラ
を
開
発
。
産
業
車
両
の

安
全
要
求
ニ
ー
ズ
を
満
た
す

必
要
入
出
力
点
数
と
速
度
監

視
に
必
要
な
エ
ン
コ
ー
ダ
ー

入
力
機
能
を
搭
載
。
ま
た
同

社
製
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ス
キ
ャ

ナ
「
Ｕ
Ａ
Ｍ
シ
リ
ー
ズ
」
と

省
配
線
で
接
続
で
き
る
仕
組

み
と
な
っ
て
い
る
。
２
０
２

３
年
の
発
売
を
予
定
し
て
い

る
。

ト
レ
イ
洗
浄 

無
人
化

ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
開
発

チトセロボティクス
　
チ
ト
セ
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
等
の
ト
レ

イ
洗
浄
作
業
を
無
人
化
・
自

動
化
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
「
ｃ
ｒ

ｅ
ｗ
ｂ
ｏ
ト
レ
イ
ｓ
ｙ
ｓ
ｔ

ｅ
ｍ
」
＝
写
真
＝
を
開
発

し
、
実
機
を
ホ
バ
ー
ト
・
ジ

ャ
パ
ン
舞
浜
セ
ン
タ
ー
で
展

示
開
始
し
た
。

　
同
製
品
は
、
ホ
バ
ー
ト
製

コ
ン
ベ
ア
食
器
洗
浄
機
に
、

同
社
の
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム

を
連
結
し
て
構
成
し
、
既
設

洗
浄
機
の
隣
に
設
置
し
て
使

い
始
め
ら
れ
る
無
人
洗
浄
回

収
シ
ス
テ
ム
。
毎
時
１
４
０

０
枚
の
使
用
済
み
ト
レ
イ
を

ピ
ッ
キ
ン
グ
し
て
、
フ
ラ
イ

ト
食
洗
機
に
投
入
し
、
食
洗

機
か
ら
洗
い
上
が
っ
た
ト
レ

イ
を
回
収
。
人
間
よ
り
も
素

早
く
、
人
間
よ
り
も
長
時

間
、
高
い
品
質
の
業
務
を
継

続
し
て
提
供
す
る
。

　
シ
ス
テ
ム
構
成
は
、
内
容

物
は
ロ
ボ
ッ
ト
、制
御
盤
、ハ

ン
ド
、各
種
セ
ン
サ
。設
置
作

業
時
間
は
約
３
時
間
。
価
格

は
１
台
８
８
０
万
円
か
ら
。

FA業界掲示板
■ 三菱電機、技報８月号「持続可能な
社会を実現する情報技術（前編）」
公開

　三菱電機は、「三菱
電機技報」8月号「持
続可能な社会を実現す
る情報技術（前編）」
を、同社WEBで公開
した。
　巻頭言の農業・食品
産業技術総合研究機構理事の中川路哲
男氏の「情報処理技術による変革が持
続可能な社会を実現する」にはじま
り、「持続可能な社会を実現する情報
技術」（石原　鑑氏）、開発からサー
ビスまでのDX（峯岸孝行氏）、「シ
ステム設計でのモデルを活用した設計
すり合わせ技術」（大森康宏氏・外山
正勝氏・岡田正純氏）、「デジタルツ
インを活用した装置診断技術」（金木
佑介氏・菊澤隆司氏・吉村仁美氏・三
宅信之氏・大谷順司氏）などを掲載し
ている。
　同書は無料で読むことができる。
■ 三菱電機、FA羅針盤に情熱ボイス
「有圧換気扇篇」公開　中津川製作
所の挑戦

　三菱電機は、FAデジタルメディア
「FA羅針盤」で、情熱ボイス【有圧
換気扇篇】「コロナ禍が開発メンバー
に課した『2つの挑戦』」（全3回）を
公開した。
　2022年3月に発表した工場や商業施
設など大型建屋内を効率よく換気する
産業用の有圧換気扇「速度調節タイ
プ」は、企画段階で、より高速回転さ
せるための羽根の素材変更、厚生労働
省のコロナ禍対策の指針を満たすため
のインバータ内蔵DCブラシレスモー
ターの採用という目標レベルを引き上
げ、それをクリアして製品化された。
開発・製造を担当した中津川製作所の
挑戦の模様を全3回で紹介している。
　第1回は「コロナ禍にひっくり返さ
れた開発方針」。第2回は「新素材は
本当に使えるのか？」（2022年8月30
日公開）、第3回は「壊れるまで実験し
て安全性を確認」（2022年9月6日公開）。
■ 安川電機、技術論文「高周波重畳方
式のセンサレス制御に適したサーボ
モータ構造の検討」発行

　安川電機は、技術論文（2022No.2）
「高周波重畳方式のセンサレス制御に
適したサーボモータ構造の検討」（柿
原正伸氏・高木護氏・大戸基道氏・森
本進也氏）を発行した。
　普及が進むサーボモータのセンサレ
ス制御のうち、高周波重畳センサレス
制御の位置推定精度はモータの突極性
に依存し、また突極比は負荷電流によ
って変化する。同稿では、同社サーボ
モータをターゲットとして、負荷によ
る突極比変化のメカニズムについて、
磁束分布の観点から説明している。
■ オプテックス・エフエー、FA用セ
ンサカタログ発行

　オプテックス・エフエーは、FAセ
ンサの主力製品を網羅した「FAセン
サラインアップカタログ」を発行した。
　「選定のしやすさ」を重視し、スペ
ックを一覧で比較しながら製品を選ぶ
ことができる。
　全50ページの持ち運びしやすい一
冊。

　掲載製品は、光電センサ、専用光電
センサ、特殊用途・用途限定センサ、
変位センサ・外径測定器、通信機器、
距離センサ、ライトカーテン・エリア
センサ、超音波センサ、画像センサ、
非接触温度計・サーモグラフィ。
■ EPLAN、ブログで工作機械の導入
事例公開

　EPLANは、同社ブログで導入事例
として「【工作機械】導入事例：電気
設計と流体動力設計を統合し設計を自
動化」を公開した。
　工作機械メーカーの独Heller社は、
電気設計と流体動力設計を包括的に統
合することで新しい機械や生産ライン
の設計にかかる時間と労力を大幅に節
約している。
　電気設計・流体動力設計には
EPLANプラットフォームとEPLAN 
EECを使用しており、制御盤の構築
は完全に統合されている。
■ NTN、「転がり軸受総合カタロ
グ」公開

　NTNは、カタログ「転がり軸受総
合カタログ（Cat. No. 2203/J）」を
同社WEBで公開した。
　内容は、総合解説、ボール・ローラ
ベアリング、特定用途軸受、転がり軸
受関連附属品、ニードルローラベアリ
ング、ベアリングユニット、プランマ
ブロック、付表で構成している。全頁
PDFで見ることができる。

オープン・移転情報
■ ヒルシャー・ジャパン、本社移転
　ヒルシャー・ジャパンは、本社事務
所を移転した。
　新住所は〒160-0022東京都新宿区新
宿1-3-12壱丁目参番館。電話番号、
FAX番号ともに変更なし。
■ スズデン、南関東地域の営業・サー
ビス拠点を再編

　スズデンは、社内体制の変更に伴
い、南関東サービスセンターを東京第
４サービスセンターに統合。合わせて
横浜FA営業所も同センター内に移転
した。
　住所は、東京都千代田区外神田2丁
目2番3号住友不動産御茶ノ水ビル。電
話は03-6910-6875、FAXは03-6910-
6874。
■ 日伝、八日市支店移転
　日伝は、八日市支店を移転した。新
住所は、滋賀県東近江市中野町606-
1。電話番号、FAX番号は変更なし。

価格改定・納期情報
■ 戸上電機製作所、大型電磁接触器・
電磁開閉器価格改定

　戸上電機製作所は、300AF以上の大
型電磁接触器・電磁開閉器の価格を改
定した。
　昨今の鉄、銅、銀、樹脂等の原材料
高騰に加え、人手不足と原油価格の高
騰による物流費の上昇で、価格の維持
が困難になったため。
　対象となるのは、PAK-300 J～
800J、RSK-300J、400J、PAK-300JT
～600JT、RSK-300JT、400JT、
PAK-300 JGT～600 JGT、RSK-
300JGT、400JGT。
　価格は約15％程度値上げする。
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最
近
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
製
品
傾
向
は
、
雷
サ
ー
ジ

の
カ
ウ
ン
ト
機
能
と
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
寿
命
を
予
知

す
る
機
能
を
一
体
化
し
た
電
源
用
Ｓ
Ｐ
Ｄ
な
ど

が
開
発
さ
れ
、
ま
た
、
小
型
化
も
著
し
い
。

　
従
来
、
現
場
で
の
判
断
が
難
し
い
と
さ
れ
て

い
た
　
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
寿
命
判
定
機
能
を
設
け
る
こ

と
で
、
効
率
の
良
い
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
可
能
と

な
り
、
安
全
性
と
保
守
性
双
方
の
向
上
が
図
れ

る
製
品
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
同
時
に
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
場
所
か
ら
遠
方
の
監
視

シ
ス
テ
ム
に
故
障
状
態
を
送
信
す
る
故
障
監
視

機
能
も
充
実
し
て
き
て
い
る
。

　
電
源
用
で
は
、
Ｐ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
や
風
力
発
電

シ
ス
テ
ム
な
ど
の
直
流
（
Ｄ
Ｃ
）
機
器
で
の
短

絡
対
応
と
し
て
、
安
全
側
に
働
く
フ
ェ
ー
ル
セ

ー
フ
機
能
に
よ
る
遮
断
技
術
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
ク
ラ
ス
Ⅱ
　
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
動
作
状
況
を
把
握

し
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
接
地
線
に
流
れ
た
サ
ー
ジ
電
流

レ
ベ
ル
や
日
時
な
ど
の
デ
ー
タ
を
記
憶
で
き
る

装
置
が
あ
る
。

　
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
、
雷
サ
ー
ジ
な
ど
過
渡
的
な
過
電

圧
を
制
限
し
、
サ
ー
ジ
電
流
を
分
流
す
る
機
能

を
持
つ
。

　
こ
の
製
品
は
、
雷
サ
ー
ジ
侵
入
の
有
無
を
把

握
す
る
従
来
の
サ
ー
ジ
カ
ウ
ン
タ
ー
と
は
異
な

り
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
に
直
接
接
続
す
る
こ
と
で
詳
細
な

劣
化
日
時
を
記
録
・
表
示
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
電
池
駆
動
で
停
電
時
も
使
用
で
き
、
雷
被
害

要
因
の
特
定
や
事
故
原
因
の
調
査
、
新
た
な
雷

サ
ー
ジ
対
策
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
や
設
備
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
効
率
化
な
ど
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
動
作
の
見
え
る
化

を
実
現
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
劣
化
接
点
端
子
を
接
続
す

る
こ
と
で
、
同
端
子
が
動
作
し
た
時
刻
も
記
録

す
る
ほ
か
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
動
作
頻
度
や
状
況
も
把

握
で
き
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
風
力
発
電

シ
ス
テ
ム
用
、
水
処
理
施
設
用
、
デ
ー
タ
監

視
、
遠
隔
監
視
な
ど
、
幅
広
い
用
途
に
採
用
さ

れ
て
い
る
。

　
Ｓ
Ｐ
Ｄ
が
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
の
増
加
に
よ
り

一
般
家
庭
で
の
採
用
も
増
え
て
い
る
。
た
だ
、

　
昨
今
の
電
子
機
器
の
使
用
増
加
に
伴
い
、
雷
の
被
害
を
防
ぐ
雷
害
対
策
機
器
の
重
要
性
も
高
ま
っ
て
い
る
。
落
雷
な
ど
に
弱
い
電
子
機
器
が
増

え
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
落
雷
を
受
け
や
す
い
携
帯
電
話
な
ど
の
通
信
基
地
局
や
、
風
力
発
電
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
落
雷
し
や
す
い
高
い
構
造
物
も

増
え
て
い
る
。
同
時
に
雷
が
発
生
し
や
す
い
気
象
現
象
も
目
立
つ
。
一
方
で
、
落
雷
を
防
止
し
、
被
害
を
抑
え
る
た
め
の
機
器
開
発
や
対
応
策
も

進
ん
で
い
る
。
雷
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
対
策
に
は
各
種
の
方
法
が
あ
り
、
使
い
分
け
さ
れ
て
い
る
。
雷
発
生
の
時
間
、
場
所
の
予
想
な
ど
、

雷
害
防
止
に
向
け
た
各
種
サ
ー
ビ
ス
も
充
実
し
つ
つ
あ
り
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。

　
落
雷
時
の
電
圧
は
、
２
０
０
万
Ｖ
〜
10
億

Ｖ
、
電
流
は
１
０
０
０
Ａ
〜
50
万
Ａ
に
も
達

し
、
大
電
流
自
体
が
被
害
を
与
え
る
の
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
大
電
流
に
よ
り
発
生
す
る
強
烈

な
電
磁
や
蓄
積
さ
れ
た
電
荷
に
よ
り
、
電
気
・

機
械
・
通
信
設
備
や
装
置
な
ど
が
損
傷
す
る
。

　
さ
ら
に
大
電
流
に
伴
う
２
次
的
な
被
害
が
加

わ
る
。
特
に
通
信
に
依
存
す
る
今
の
時
代
は
、

通
信
設
備
の
ダ
ウ
ン
は
、
機
器
の
損
傷
と
は
比

べ
物
に
な
ら
な
い
程
の
被
害
を
も
た
ら
す
。
そ

の
た
め
、
通
信
設
備
に
対
し
て
も
よ
り
一
層
の

雷
害
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
落
雷
に
よ
っ
て
生
じ
る
火
災
や
建

物
の
破
壊
、
人
身
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
高
さ

20
㍍
を
超
え
る
建
築
物
に
は
雷
を
受
け
る
受
雷

部
の
設
置
が
法
的
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
雷
保
護
シ
ス
テ
ム
は
、
直
撃
雷
か
ら
建
物
や

人
を
保
護
す
る
た
め
に
受
雷
部
と
引
き
下
げ
導

線
、
接
地
シ
ス
テ
ム
か
ら
な
る
「
外
部
雷
保
護

シ
ス
テ
ム
」
と
、
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
安

全
離
隔
距
離
の
確
保
を
含
む
「
内
部
雷
保
護
シ

ス
テ
ム
」
と
で
構
成
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
落
雷
を
受
け
て
も
雷
撃
電
流
を
安
全
に
大

地
に
逃
が
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　
ま
た
、
雷
保
護
設
備
へ
の
雷
撃
に
対
す
る
保

護
角
は
、
建
築
物
の
規
模
、
高
さ
、
周
辺
の
地

形
、
建
築
物
・
樹
木
な
ど
の
有
無
、
雷
電
流
の

大
き
さ
な
ど
の
要
因
で
変
わ
る
。
高
い
建
築
物

に
受
電
部
を
設
置
す
る
際
の
雷
保
護
方
法
に

は
、
「
保
護
角
に
よ
る
方
法
」
と
「
メ
ッ
シ
ュ

法
」
が
あ
り
、
単
独
、
お
よ
び
組
み
合
わ
せ
で

対
応
し
て
い
る
。

　
雷
害
対
策
機
器
メ
ー
カ
ー
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
落
雷
被
害
を
想
定
し
、
系
統
安
全
、
外
部
雷

保
護
、
内
部
雷
保
護
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
箇
所

で
雷
害
対
策
機
器
・
シ
ス
テ
ム
を
用
意
し
て
い

る
。

　
系
統
安
全
で
は
、
安
全
な
電
気
の
流
れ
を
制

御
・
監
視
、
さ
ら
に
機
器
を
点
検
す
る
役
目
を

果
た
す
各
種
の
機
械
が
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
直
流
回
路
の
地
絡
を
検
出

し
、
極
性
の
判
別
を
高
精
度
・
高
感
度
に
行
う

直
流
地
絡
継
電
器
や
、
プ
ラ
グ
イ
ン
式
の
分
離

型
直
流
地
絡
電
流
継
電
器
、
多
回
路
型
同
継
電

器
、
回
路
ご
と
の
絶
縁
抵
抗
値
を
計
測
し
、
同

値
が
低
下
す
る
と
警
報
で
知
ら
せ
る
直
流
回
線

別
絶
縁
監
視
装
置
、
直
流
漏
電
警
報
付
き
配
線

用
ブ
レ
ー
カ
、
往
復
の
負
荷
電
流
の
わ
ず
か
な

差
電
流
を
検
出
す
る
貫
通
型
直
流
地
絡
変
流

器
、
作
業
者
の
安
全
用
に
交
直
両
用
検
電
器
な

ど
の
製
品
が
あ
る
。

　
07
年
に
建
築
設
備
設
計
基
準
が
大
幅
に
改
定

さ
れ
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
分
電
盤
な
ど
へ
の
取
り
付
け

基
準
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
需
要
が
拡
大
し
、
製
品
単
価
の
下
落

も
あ
り
雷
害
対
策
機
器
の
普
及
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

　
建
築
設
計
基
準
改
定
に
伴
い
、
避
雷
器
の
電

源
用
Ｓ
Ｐ
Ｄ
に
お
け
る
最
大
連
続
使
用
電
圧
量

が
、
従
来
の
２
０
０
Ｖ
ク
ラ
ス
対
応
か
ら
５
０

０
Ｖ
ク
ラ
ス
対
応
ま
で
に
拡
大
さ
れ
た
。
従
来

２
５
０
Ｖ
対
応
機
器
を
２
台
使
用
し
て
い
た
ケ

ー
ス
で
は
、
５
０
０
Ｖ
対
応
機
器
１
台
で
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
使
用
者
側
の
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
04
年
に
電
源
用
Ｓ
Ｐ
Ｄ
を
対
象
に
し
た
Ｊ
Ｉ

Ｓ
　
Ｃ
５
３
８
１
―
１
が
制
定
さ
れ
、
従
来
の

保
安
器
や
避
雷
器
、
ア
レ
ス
タ
な
ど
と
よ
ば
れ

て
い
た
名
称
が
統
一
さ
れ
た
。

　
14
年
に
制
定
さ
れ
た
最
新
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｃ
５

３
８
１
―
11
で
は
、
多
く
の
試
験
項
目
が
決
め

ら
れ
た
が
、
特
に
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
故
障
時
に
お
け
る

安
全
性
確
保
が
強
化
さ
れ
た
。

　
電
源
用
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
、
多
回
数
の
雷
電
流
な
ど

で
、
短
絡
方
向
に
劣
化
し
て
故
障
に
つ
な
が
る

恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
短
絡
故
障
に
い
た
る

過
程
を
各
段
階
で
再
現
し
て
、
安
全
性
を
確
認

す
る
こ
と
を
求
め
る
試
験
が
追
加
さ
れ
て
い

る
。

　
16
年
３
月
に
発
行
さ
れ
た
公
共
建
築
工
事
標

準
仕
様
書
で
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｃ
５
３
８
１
―
11

に
対
応
し
た
低
圧
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
使
用
が
記
載
さ
れ

た
。
ま
た
、
分
電
盤
に
設
置
す
る
Ａ
Ｃ
用
Ｓ
Ｐ

Ｄ
、
接
続
箱
に
設
置
す
る
Ｐ
Ｖ
用
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
公

称
放
電
電
流
も
５
kV
以
上
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。

　
さ
ら
に
、
15
年
8
月
に
発
行
さ
れ
た
建
築
設

備
設
計
基
準
で
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
の
過
電
流
協
調

が
難
し
い
配
線
遮
断
器
の
使
用
の
必
要
が
な
く

な
り
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
メ
ー
カ
ー
の
指
定
す
る
Ｓ
Ｐ
Ｄ

分
離
器
の
使
用
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
、
Ｓ

Ｐ
Ｄ
分
離
器
内
蔵
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
使
用
が
認
め
ら

れ
た
。

重
要
性
高
ま
る

雷
害
対
策
機
器

雷
害
対
策
と
し
て
電
気
工
事
の
有
資
格
者
に
よ

る
専
門
的
な
知
識
が
必
要
と
い
う
課
題
が
あ
っ

た
が
、
最
近
は
設
置
に
電
気
工
事
の
資
格
が
不

要
な
製
品
も
発
売
さ
れ
て
い
る
。

　
落
雷
対
策
が
各
方
面
で
進
む
中
で
、
周
辺
の

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
も
充
実
し
つ
つ
あ
る
。
「
落

雷
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス
」
と
し
て
、
気
象
情
報

を
基
に
、
落
雷
位
置
を
検
出
し
て
そ
の
情
報
を

配
信
し
、
落
雷
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
。
実
際
に

落
雷
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
調
査
し
、
「
落
雷

証
明
書
」
を
発
行
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
　

　
さ
ら
に
、
落
雷
に
よ
る
被
害
レ
ベ
ル
な
ど
を

事
前
に
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
診
断
で
き
る
「
雷
リ
ス
ク

診
断
サ
ー
ビ
ス
」
も
行
わ
れ
て
い
る
。
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す
る
だ
け

で
、工
場
や
ビ
ル
な
ど
の
雷
リ
ス
ク
が
わ
か
る
。

　
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
活
用
や
自
動
車
の
自
動
運
転
な
ど

が
進
む
中
で
、
雷
対
策
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す

高
ま
っ
て
い
る
。
雷
害
対
策
機
器
の
需
要
が
比

例
し
て
拡
大
す
る
の
は
確
実
だ
。

情
報
化
社
会
支
え
る
中
核
機
器

基
準
改
定
で
Ｓ
Ｐ
Ｄ
需
要
拡
大

高
い
信
頼
性
と
設
置
し
や
す
さ

ク
ラ
ス
選
定
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

　
落
雷
の
被
害
を
防
ぐ
に
は
、
雷
撃
の
種
類
に

応
じ
た
対
策
が
必
要
だ
。
雷
撃
の
種
類
は
大
き

く
「
直
撃
雷
」
「
誘
導
雷
」
「
逆
流
雷
」
の
三

つ
に
分
け
ら
れ
る
。

　
直
撃
雷
は
一
般
的
な
落
雷
で
、
雷
放
電
に
よ

る
電
流
の
大
部
分
が
人
体
や
建
築
物
・
樹
木
な

ど
を
通
過
し
て
、
人
命
を
奪
っ
た
り
、
機
械
設

備
の
破
壊
、
火
災
の
発
生
な
ど
被
害
を
及
ぼ

す
。

　
誘
導
雷
は
、
電
源
線
・
通
信
線
や
ア
ン
テ
ナ

な
ど
雷
電
流
か
ら
の
電
磁
誘
導
に
よ
っ
て
発
生

す
る
高
電
圧
で
、
機
器
な
ど
を
破
壊
す
る
。
お

お
か
た
の
雷
害
は
誘
導
雷
に
よ
る
も
の
で
、
被

害
が
増
え
て
い
る
。
通
信
設
備
や
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
な
ど
を
破
壊
し
、
電
源
系
間
で
被
害
が
及
ぶ

こ
と
も
多
い
。

　
逆
流
雷
は
、
建
造
物
へ
の
雷
撃
時
に
接
地
抵

抗
が
十
分
な
低
さ
で
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
電

源
を
供
給
し
て
い
る
電
源
線
や
通
信
線
な
ど
に

雷
電
流
の
一
部
が
逆
電
流
と
な
っ
て
流
れ
る
も

の
で
、
山
頂
負
荷
供
給
配
電
線
な
ど
で
被
害
が

多
く
な
る
。

　
直
撃
雷
に
は
、
避
雷
針
な
ど
で
構
成
す
る

「
外
部
雷
保
護
シ
ス
テ
ム
」
が
有
効
で
あ
る

が
、
誘
導
雷
に
は
磁
気
を
遮
断
し
て
対
象
物
を

保
護
す
る
Ｓ
Ｐ
Ｄ
が
、
逆
流
雷
に
は
雷
撃
場
所

の
接
地
抵
抗
値
を
低
減
す
る
耐
雷
ト
ラ
ン
ス
や

ク
ラ
ス
Ⅰ
　
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
設
置
が
有
効
と
な
る
。

　
昨
今
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
中
核
と
な
っ
た
情

報
化
社
会
で
は
、
落
雷
の
被
害
は
、
人
命
や
建

物
損
傷
な
ど
だ
け
で
な
く
、
電
子
機
器
や
生
産

ラ
イ
ン
の
故
障
・
停
止
、
停
電
や
交
通
機
関
の

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
社
会
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
し
、

計
り
知
れ
な
い
甚
大
な
被
害
を
与
え
る
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
落
雷
の
被
害
が
及
ぶ
と
つ
な
が
っ

て
い
る
あ
ら
ゆ
る
機
器
・
シ
ス
テ
ム
が
停
止
し

た
り
、
異
常
な
信
号
を
発
す
る
か
ら
だ
。
最
近

は
５
Ｇ
に
代
表
さ
れ
る
無
線
通
信
の
普
及
に
伴

い
、
携
帯
電
話
の
通
信
基
地
局
の
数
が
増
加
し

て
い
る
。
雷
の
目
印
と
も
い
え
る
高
い
構
造
物

の
基
地
局
は
落
雷
対
策
を
取
っ
て
は
い
る
が
、

落
雷
の
対
象
物
は
確
実
に
増
加
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
、
雷
被
害
の
防
止
を
図
る

た
め
に
Ｓ
Ｐ
Ｄ
（
サ
ー
ジ
防
護
デ
バ
イ
ス
）
な

ど
の
雷
害
対
策
製
品
の
需
要
も
増
加
し
て
い

る
。

　
世
界
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
サ
ー
ジ
の
市
場
規
模
は
、
２

０
２
０
年
で
約
22
億
㌦
、
27
年
ま
で
に
は
26
億

㌦
に
達
し
、
７
年
間
の
年
平
均
成
長
率
が
２
・

９
％
、
台
数
も
27
年
に
約
３
億
６
０
０
０
万
台

に
な
る
と
い
う
調
査
会
社
か
ら
の
デ
ー
タ
も
発

表
さ
れ
て
い
る
。

　
落
雷
対
策
は
従
来
、
避
雷
針
が
中
心
で
あ
っ

た
が
、
近
年
は
電
子
機
器
が
増
大
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
う
し
た
機
器
を
雷
か
ら
保
護
す
る

こ
と
が
主
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
に
伴
い
Ｊ

Ｉ
Ｓ
規
格
で
も
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
評
価
方
法
が
追
加
さ

れ
、
電
源
用
と
通
信
・
信
号
回
線
用
な
ど
の
用

途
や
、
サ
ー
ジ
の
種
種
類
に
よ
っ
て
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
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誘
導
雷
の
電
圧
を
極
限
ま
で
低
減

相原電機

www.e-aiharadenki.co.jp/

耐雷トランス「ＳＳＴシリーズ」

サ
ー
ジ
の
低
減
機
能
や
、
配
線
作
業
の

し
や
す
さ
で
ユ
ー
ザ
ー
の
高
い
評
価
を

受
け
て
い
る

　
近
年
、
Ｆ
Ａ
機
器
も
通
信
機
能
の
搭

載
が
あ
た
り
ま
え
に
な
り
、
機
能
の
高

度
化
も
進
み
、
落
雷
、
サ
ー
ジ
の
影
響

に
よ
る
電
子
機
器
被
害
が
増
加
し
て
い

る
。
特
に
誘
導
雷
は
、
近
く
の
樹
木
な

ど
に
落
雷
し
て
も
、
建
物
の
中
の
電
子

機
器
に
被
害
を
与
え
る
。

　
「
Ｓ
Ｓ
Ｔ
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
使
用

し
た
電
界
分
布
を
解
し
合
理
的
に
雷
サ

ー
ジ
を
低
減
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、
誘
導

　
相
原
電
機
が
開
発
し
た
耐
雷
ト
ラ
ン

ス
「
Ｓ
Ｓ
Ｔ
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
高
い
雷

雷
電
圧
を
１
０
０
０
分
の
１
に
低
減
す

る
。

　
新
型
サ
ー
ジ
保
護
デ
バ
イ
ス
（
Ｓ
Ｐ

Ｄ
）
を
採
用
、
巻
線
・
シ
ー
ル
ド
工
法

に
よ
り
小
型
化
を
両
立
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
従
来
の
硝
子
端
子
を
な
く

し
、
端
子
台
を
合
理
化
、
ブ
ロ
ッ
ク
型

に
す
る
こ
と
で
配
線
作
業
が
し
や
す
く

な
っ
た
。

　
相
数
は
単
相
で
、
周
波
数
50
／
60
対

応
。
絶
縁
種
別
は
Ｂ
種
。
容
量
は
、
５

０
０
Ｖ
Ａ
か
ら
３
ｋ
Ｖ
Ａ
ま
で
５
タ
イ

プ
。
電
圧
仕
様
は
Ｆ
１
１
０
―
Ｒ
１
０

０
／
１
０
０
、
Ｆ
２
２
０
―
Ｒ
２
０
０

／
１
０
０
、
Ｆ
２
２
０
―
Ｒ
２
０
０
／

２
０
０
の
３
タ
イ
プ
が
完
備
。

ケ
ー
ブ
ル
接
続
で
保
護
完
了

昭電

www.sdn.co.jp/special/tbp/

ＳＰＤ「サンダーブロッカーＰｒｏ」

め
、
電
気
工
事
の
資
格
を
必
要
と
せ
ず

誰
で
も
簡
単
に
機
器
の
雷
害
対
策
が
可

能
。

　
電
源
コ
ン
セ
ン
ト
用
Ｓ
Ｐ
Ｄ
「
Ｔ
Ｂ

Ｐ
―
２
Ｐ
Ｅ
」
を
接
続
す
る
だ
け
で
Ｏ

Ａ
タ
ッ
プ
に
接
続
す
る
全
て
の
機
器
を

雷
か
ら
保
護
で
き
る
。
万
が
一
Ｓ
Ｐ
Ｄ

の
性
能
を
超
え
る
過
大
な
雷
が
通
過
し

て
も
Ｓ
Ｐ
Ｄ
が
損
傷
し
な
い
よ
う
に
Ｊ

Ｉ
Ｓ
規
定
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
分
離
器
を
内
蔵
し

て
い
る
。

　
Ｌ
Ａ
Ｎ
用
Ｓ
Ｐ
Ｄ
「
Ｔ
Ｂ
Ｐ
―
Ｌ
Ａ

Ｎ
」
は
、
雷
の
侵
入
が
想
定
さ
れ
る
Ｌ

Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ
ル
と
機
器
側
の
Ｌ
Ａ
Ｎ
ケ

　
昭
電
の
「
サ
ン
ダ
ー
ブ
ロ
ッ
カ
ー
Ｐ

ｒ
ｏ
」
は
、
業
務
用
機
器
か
ら
パ
ソ
コ

ン
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
各
種
機
器
を
雷
か

ら
保
護
す
る
Ｓ
Ｐ
Ｄ
（
サ
ー
ジ
保
護
デ

バ
イ
ス
）
で
、
３
タ
イ
プ
が
完
備
。
サ

ン
ダ
ー
ブ
ロ

ッ
カ
ー
Ｐ
ｒ

ｏ
を
雷
か
ら

保
護
す
る
機

器
の
ケ
ー
ブ

ル
に
接
続
す

る
だ
け
で
取

付
配
線
が
完

了
す
る
た

ー
ブ
ル
を
本
製
品
に
接
続
す
る
だ
け
で

Ｐ
Ｃ
、
監
視
カ
メ
ラ
等
を
雷
か
ら
安
全

に
保
護
す
る
。
電
源
コ
ン
セ
ン
ト
用
Ｓ

Ｐ
Ｄ
「
Ｔ
Ｂ
Ｐ
―
２
Ｐ
Ｅ
」
と
連
結
す

る
こ
と
で
、
Ｌ
Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ
ル
だ
け
で

な
く
電
源
線
か
ら
侵
入
す
る
雷
か
ら
も

機
器
を
保
護
可
能
。

　
テ
レ
ビ
用
Ｓ
Ｐ
Ｄ
「
Ｔ
Ｂ
Ｐ
―
Ｔ

Ｖ
」
は
、
ア
ン
テ
ナ
か
ら
の
ケ
ー
ブ
ル

と
機
器
側
の
ケ
ー
ブ
ル
を
本
製
品
に
接

続
す
る
だ
け
で
テ
レ
ビ
や
チ
ュ
ー
ナ
、

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
等
を
雷
か
ら
安
全
に

保
護
。
電
源
コ
ン
セ
ン
ト
用
Ｓ
Ｐ
Ｄ

「
Ｔ
Ｂ
Ｐ
―
２
Ｐ
Ｅ
」
と
連
結
す
る
こ

と
で
、
ア
ン
テ
ナ
ケ
ー
ブ
ル
だ
け
で
な

く
電
源
線
か
ら
侵
入
す
る
雷
か
ら
も
保

護
可
能
。

専
用
工
具
不
要
で
配
線
可
能

フエニックス・コンタクト

https://www.phoenixcontact.com/online/portal/jp

Ｐｕｓｈ―ｉｎ式接続対応電源用クラス
Ⅱサージ保護機器「ＶＡＬ―ＭＳ ＰＴ」

器
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）
の
代
表
的
な
機
種
と
し

て
長
年
の
実
績
を
持
つ
「
Ｖ
Ａ
Ｌ
―
Ｍ

Ｓ
シ
リ
ー
ズ
」
で
、

Ｐ
ｕ
ｓ
ｈ
―
ｉ
ｎ
式

接
続
に
対
応
し
た

「
Ｖ
Ａ
Ｌ
―
Ｍ
Ｓ
　

Ｐ
Ｔ
」
の
販
売
を
開

始
し
て
い
る
。
日
本

国
内
で
は
発
売
準
備

中
。

　
「
Ｖ
Ａ
Ｌ
―
Ｍ
Ｓ

　
Ｐ
Ｔ
」
は
、
電
源

用
ク
ラ
ス
Ⅱ
　
Ｓ
Ｐ

Ｄ
と
し
て
は
世
界
初

　
フ
エ
ニ
ッ
ク
ス
・
コ
ン
タ
ク
ト
で

は
、
電
源
用
ク
ラ
ス
Ⅱ
サ
ー
ジ
保
護
機

の
Ｐ
ｕ
ｓ
ｈ
―
ｉ
ｎ
式
接
続
対
応
と
な

っ
て
い
る
。
Ｐ
ｕ
ｓ
ｈ
―
ｉ
ｎ
式
接
続

と
は
、
単
線
や
フ
ェ
ル
ー
ル
（
棒
端

子
）
付
き
撚
り
線
を
端
子
台
に
挿
し
込

む
だ
け
の
簡
単
な
接
続
方
式
。
専
用
工

具
を
使
用
せ
ず
に
配
線
を
行
う
こ
と
が

可
能
。

　
現
在
、
欧
州
等
で
三
相
用
の
３
品
目

を
販
売
し
て
い
る
。
公
称
放
電
電
流
20

ｋ
Ａ
（
８
／
20
）
μ
ｓ
、
最
大
放
電
電

流
40
ｋ
Ａ
（
８
／
20
）
μ
ｓ
の
電
源
用

ク
ラ
ス
Ⅱ
で
警
報
接
点
有
／
無
の
２
品

目
と
、
12
・
５
ｋ
Ａ
（
10
／
３
５
０
） 

μ
ｓ
の
イ
ン
パ
ル
ス
電
流
に
も
対
応
し

た
警
報
接
点
付
き
Ｖ
Ａ
Ｌ
―
Ｍ
Ｓ
―
Ｔ

１
／
Ｔ
２
３
３
５
／
12
・
５
／
３
＋
１

―
Ｆ
Ｍ
―
Ｐ
Ｔ
の
計
３
品
目
。

サ
ー
ジ
に
弱
い
電
子
機
器
保
護

スワロー電機

https://www.swallow.co.jp/

耐雷トランス「ＳＳＣシリーズ」

ラ
ン
ス
と
し
て
、
サ
ー
ジ
吸
収
素
子
な

ど
を
搭
載
し
た
「
Ｓ
Ｓ
Ｃ
シ
リ
ー
ズ
」

の
販
売
に
注
力
し
て
い
る
。

　
Ｓ
Ｓ
Ｃ
シ
リ
ー
ズ
は
、
サ
ー
ジ
吸
収

素
子
・
避
雷
器
・
コ
ン
デ
ン
サ
付
き
の

ト
ラ
ン
ス
で
、
雷
に
よ
っ
て
発
生
す
る

サ
ー
ジ
を
減
衰
さ
せ
、
サ
ー
ジ
に
弱
い

電
子
機
器
を
安
全
に
保
護
す
る
。

　
通
信
・
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
の
電

源
、
マ
イ
ク
ロ
ウ
エ
ー
ブ
・
電
光
表
示

盤
の
電
源
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ

ム
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
制
御
装
置
な
ど
高
い

信
頼
性
が
求
め
ら
れ
る
用
途
で
使
え

る
。

　
ス
ワ
ロ
ー
電
機
は
、
雷
な
ど
の
サ
ー

ジ
か
ら
機
器
を
守
る
単
相
複
巻
耐
雷
ト

　
単
相
複
巻
で
、
容
量
は
１
ｋ
Ｖ
Ａ
〜

20
ｋ
Ｖ
Ａ
ま
で
10
タ
イ
プ
が
そ
ろ
っ
て

お
り
、
特
注
品
に
対
応
が
可
能
。

　
ま
た
、
三
相
複
巻
の
「
３
Ｓ
Ｃ
シ
リ

ー
ズ
」
は
、
容
量
が
10
〜
30
ｋ
Ｖ
Ａ
ま

で
３
タ
イ
プ
が
あ
り
、
特
注
品
に
も
対

応
で
き
る
。

　
同
社
は
電
源
ト
ラ
ン
ス
の
専
門
メ
ー

カ
ー
と
し
て
、
ユ
ー
ザ
ー
の
使
い
や
す

さ
や
省
工
数
を
考
慮
し
た
製
品
を
販
売

し
て
い
る
。

　
最
近
で
は
、
電
源
ト
ラ
ン
ス
「
Ｃ
Ｌ

シ
リ
ー
ズ
」
と
し
て
、
出
力
コ
ン
セ
ン

ト
（
Ａ
Ｃ
１
０
０
Ｖ
）
、
照
明
（
高
輝

度
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
、
電
流
保
護
（
サ
ー
キ
ッ

ト
プ
ロ
テ
ク
タ
）
を
一
体
化
し
た
製
品

を
開
発
し
て
い
る
。

雷
害
対
策 

主
要
各
社
の

製
品
紹
介
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工場新設・増設情報 9月第２週

【国内】
■寺崎電気産業、大阪市平野区の加美工場建て替え。
2024年11月竣工予定
　船舶用システム製品、船舶用の配電制御システムや
機関監視制御システムなどを製造・販売する寺崎電気
産業は、大阪市平野区の加美工場（大阪府大阪市平野
区加美東六丁目13番47号）を建て替えする。
　同工場は、1941年操業開始以来、機器事業の主力工
場として、気中遮断器と大型配線用遮断器などのブレ
ーカ製品を製造してきたが、今回、老朽化対策による
BCP（事業継続計画）の強化ならびに生産性および
品質のさらなる向上を目的として建て替えに着手する。
　延床面積は約4900平方㍍。2023年9月に着工し、
2024年11月に竣工する予定。
■マルハニチロ、群馬県邑楽郡の群馬工場で冷凍食品
麺の生産ラインを増設
　マルハニチロは、冷凍食品の需要増に対応するため
生産体制を強化すべく、群馬工場（群馬県邑楽郡大泉
町吉田1201）に新たに麺ラインを増設し、稼働を開始
した。

　群馬工場は、冷凍食品事業の主力工場の一つとして、
主にピザ、グラタンなどの軽食類のほか、フライなど
お弁当商品を中心に生産。今回新たに増設する麺ライ
ンでは、主に焼きそばを生産する。これまで焼きそば
は直営の大江工場1拠点のみで生産していたが、群馬
工場との2拠点になることで、生産能力は従来の約2倍
に向上する。敷地面積は2万5267平方㍍。
■ブリヂストン、栃木県那須塩原市の那須工場でモー
ターサイクル用タイヤ増産へ。17億円投資
　ブリヂストンは、モーターサイクル用タイヤのプレ
ミアム商品供給拡充・戦略強化に向け、那須工場（栃
木県那須塩原市東大和町3-1）に約17億円の設備投資
を行う。2026年から順次拡充し、プレミアムモーター
サイクル用タイヤの生産能力を年間約9万本増強する。
■日本エアーテック、群馬県桐生市の新工場「赤城ス
マートファクトリー」稼働開始
　クリーンエアーシステム専門メーカーの日本エアー
テックは、群馬県桐生市新里町小林691番地1に、フィ
ルターの生産能力向上を目的とした新工場「赤城スマ
ートファクトリー」を建設し、稼働を開始した。

　コロナ禍の販売の伸長によってクリーンパーティシ
ョン、陰圧ユニットと安全キャビネットなどのメンテ
ナンス要望が増加。半導体製造装置などに用いられる
高性能フィルターの生産能力向上も考慮し、HEPAフ

ィルター、ULPAフィルター、PTFEフィルターなど
のフィルター専用工場の建設を決定した。
　フィルター生産は現工場との並行稼働を経て、9月
から本稼働する。今後フィルターの売り上げを毎年10
～20％増加させ、2025年には2020年の2倍以上とする
計画。敷地面積は1万2883平方㍍、延床面積3044平方
㍍（1階1544平方㍍、2階1500平方㍍）。
■扶桑薬品工業、茨城県北茨城市の茨城工場で粉末型
透析剤製造設備を増強
　扶桑薬品工業は、茨城県北茨城市の茨城工場第2製
剤棟（茨城県北茨城市中郷町日棚1471-25）の粉末型
透析剤製造設備に新規ラインを増設する。2022年8月
中旬に着工し、稼働開始は2023年12月を予定している。
■NFブロッサムテクノロジーズ、山口県にリチウム
イオン蓄電システム新工場
　計測制御デバイス、電源パワー制御、環境エネルギ
ー、校正・修理の4つの事業を展開しているエヌエフ
ホールディングスのグループ会社NFブロッサムテク
ノロジーズは、山口市佐山にある山口テクノパーク内
にリチウムイオン蓄電システムを生産する新工場を建
設する。完成後は、同じ山口テクノパーク内のエヌエ
フグループ中核工場のエヌエフエンジニアリング山口
佐山工場と連携し、家庭用リチウムイオン蓄電システ
ムの生産を行う。
　9月に着工し、2023年3月に竣工予定。第一期工事は、
新工場敷地の整備、外構工事、物流関連施設（蓄電池
倉庫、製品倉庫など）を建築し、第二期工事は来期着
工する予定。9月中旬に起工式を行う予定。敷地面積2
万1577平方㍍。
■東京応化工業、福島県郡山市の郡山工場に新検査棟
を建設。投資金額90億円
　半導体やディスプレイの製造に必要なフォトレジス
トなどの化学薬品、製造装置メーカーの東京応化工業
は、先端半導体の市場拡大に伴い、主力生産拠点であ
る郡山工場（福島県郡山市）に90億円投資し、新検査
棟「K-3」を建設した。

　同社グループは、2022年2月に発表した「tok中期計
画2024」の3カ年において、過去最大規模となる450億
円以上の設備投資を計画し、今回の設備投資はその一
環となる。
　新検査棟は、福島県郡山市待池台1-23。地上3階建て、
総延床面積8815平方㍍。2022年7月から運用を開始し
ている。
■ギフトホールディングス、神奈川県綾瀬市にチャー
シュー専用の綾瀬工場を稼働
　町田商店や豚山、がっとんなどラーメン店を展開す
るギフトホールディングスは、神奈川県綾瀬市の、チ
ャーシュー製造専用工場となる綾瀬工場を稼働開始し
た。
　同工場は、これまでは横浜第2工場で生産し、直営
店向けに供給してきたチャーシューについて、プロデ
ュース店向けの供給を本格化するためのものとなる。
同工場の稼働開始により、チャーシューの製造能力は
従来の3倍以上の月産120㌧となり、国内1000店舗へチ
ャーシューを十分に供給できる製造体制となる。

【海外】
■YKK AP、米国・ジョージア州に住宅用樹脂窓の
新工場。投資金額166億円
　YKK APの米国現地法人のYKK APアメリカ社
は、ジョージア州メーコン市に新たな住宅用樹脂窓
工場を建設する。米国南部の住宅用樹脂窓増販に向
けたもので、建設後、メーコン市内にある2カ所の
工場を新工場に移管する計画となっている。

　新工場では、樹脂素材、ガラスから、窓の加工、
組み立てまでの一貫生産体制を構築する。日本の樹
脂窓製造ラインである「APWライン」で採用して
いる自動化技術を取り入れ、生産性を現行から
212%とする計画となっている。
　建屋は、自然光を取り入れ、屋根・壁の断熱化に
より省エネ性能を高め、CO2排出量を削減。さらに
創エネ技術の段階的な導入を検討する。また、製造
ライン内や倉庫・出荷工程の重量物作業の自動化・
省人化を図り、作業者にとって働きやすい環境を構
築していく。
　敷地面積は20万2343平方㍍。鉄筋コンクリート造
地上1階建てで延床面積は約3万5000平方㍍。2022年
10月に着工し、2023年12月完工、2024年1月稼働予定。
　投資額は、1億2500万㌦（約166億5000万円）。
■日本板硝子、マレーシアで太陽電池パネル用ガラ
スの生産設備を新設
　建築用・自動車用ガラスとガラス加工製品メーカ
ーの日本板硝子は、マレーシアに、太陽電池パネル
用透明導電膜（TCO）付きガラス製造設備を新設
する。
　マレーシアのグループ会社であるマレーシアン・
シートグラス社のジョホールバル工場にあるフロー
ト窯でオンラインコーティング設備を新設し、太陽
電池パネル用TCOガラスを生産する。生産開始は
2024年3月期第4四半期を予定している。
■ニチレイフーズ、ブラジルでアセロラパウダーの
新工場
　ニチレイフーズは、ブラジルでアセロラ事業を手
掛ける子会社ニアグロに9億円規模の投資を行い、
新工場でパウダー生産ラインを導入する。
　アセロラパウダーは世界的にクリーンラベル原料
として注目が高まっており、同社はアセロラ果汁に
加えてアセロラパウダーを新たな事業の柱へと育成
し、2023年に2021年比135％超の販売量（果実ベース）
を目指す。

新工場は、延床面積は2810平方㍍。稼働開始は2023
年2月。投資額は約9億円。
■日本電産、インド・ニムラナ工場で電動バイク向
けモータ生産の新棟を着工
　モーターメーカーの日本電産の子会社・インド日
本電産は、インド・ラジャスタン州ニムラナにある
既存工場の新棟（第2棟）建設を開始した。既存工
場は車載および家電・商業・産業用のモータを生産
しているが、第2棟では出力30kW以下の電動バイ
ク向けの駆動モータを生産する。

　新工場建設地は、ニューデリーから南西約120km
のラジャスタン州ニムラナ。延床面積は6163平方㍍。
既存棟1万5820平方㍍と合わせ、完成後は合計2万
1983平方㍍となる。竣工は2023年7月を予定している。
■花王、スペインの合成香料生産設備を増設。生産
能力倍増へ
　花王は、合成香料のメチルジヒドロジャスモネー
トの欧州市場シェアの維持・拡大に向けて、スペイ
ンのKao Chemicals Europeオレッサ工場に生産設
備を増設する。
　新設備には独自開発技術の製造法を採用し、生産
性向上とCO2排出量の年間2000㌧削減、塩分を含む
排水の100%（年間850㌧）削減による排水処理エネ
ルギーの低減などを実現し、生産能力は既存の倍以
上を見込む。2022年12月に完成、2023年初めの稼働
を予定している。
■カネカ、ベトナムで医療用カテーテルの新工場完
工
　カネカは、グループ会社のカネカメディカルベト
ナムがベトナム・ビンズン省に建設していた医療用
カテーテルの新工場を完工した。

　同社は、心臓・末梢血管疾患と脳血管疾患の治療
デバイスである血管内治療用カテーテルや、消化管
がんの治療に用いる消化器用医療機器、不整脈検査
用の電極カテーテルなどの医療用カテーテルを、日
本とベトナムで生産している。今回、グローバルに
拡大する需要に対応するため、約10億円を投じて生
産能力を従来の約3倍に増強した。
■カネカ、ベルギーで変成シリコーンポリマー生産
能力を増強。投資金額50億円
　化成品、機
能性樹脂、発
泡樹脂製品、
食品、医薬品、
医療機器、電
子材料、太陽
電池、合成繊
維などメーカ
ーのカネカ
は、欧州では
弾性接着剤、
シーリング材の需要伸長を受け、ベルギーでの変成
シリコーンポリマー（カネカMSポリマー）の生産
能力について、年産1万㌧増強する。稼働開始は
2024年6月を予定。完成後の生産能力は年産4万3000
㌧になる。投資金額は約50億円。
■鴻池運輸、北米・カリフォルニア州に輸入食品の
冷凍・冷蔵倉庫を増設
　物流、港湾運送業、倉庫業、製造請負業などを行
う鴻池運輸のグループ会社の米・Konoike-Pacific
　California,Inc.は、同社既存敷地内（1420Coil　
Avenue Wilmington, CA U.S.A.）に輸入食品の取
り扱いを主とした冷凍・冷蔵倉庫を増設する。
　今回の増設は、輸入食品の冷凍・冷蔵保管・配送
の旺盛な需要に対応し、同社がカリフォルニア州ウ
ィルミントン地区に保有する既存倉庫の鉄道貨車引
き込み線の一部を除去した用地に、延床面積6700平
方㍍の鉄骨平屋造の倉庫を建設するもの。既存倉庫
と合わせると全体では延床面積は2万5000平方㍍。
主な取扱品目は、冷凍肉・水産品、冷凍果汁などの
輸入食品になる。
　着工は2022年10月、稼働開始は2024年4月の計画。
投資額は、約29億円（2260万㌦）。


